
あがの市議会だより 第46号1

第46号
令和２年
9月、12月
定例会合併号

令和３年１月15日 発行
主な内容

市議会の構成 P2-3
11月臨時会・12月定例会 P4-8
　議決結果・市政を問う一般質問（12人）ほか
８月臨時会・９月定例会 P9-15
　議決結果・市政を問う一般質問（11人）ほか
政務活動費の収支報告ほか　 P16

本会議の中継映像・録画映像はインターネットでご覧いただけます。 検　索

11月12日・27日に
臨時会が開かれました

12月定例会が
12月４日～16日の
会期で開かれました

４日　本会議
■一般行政報告
■議案の提案説明
■一般質問１日目（４人が質問）

７日　本会議
■一般質問２日目（６人が質問）

８日　本会議
■一般質問３日目（２人が質問）

10、11、14日　各常任委員会
■委員会に付託された議案を審査

16日　本会議
■  各常任委員会の審査報告のあと討
論を経て採決

※議決結果は５ページ

副議長

遠藤　智子

議 長

市川　英敏

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
議
員
活
動
に
精
励
で
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
両
名
は
、
去
る
11
月
12
日
開
催
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
議
長
・
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ

の
責
務
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
中
立
公
正
を
基
本
と
し
た
円
滑
な
議
会

運
営
を
行
う
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
は
市
民
を
代
表
す
る
議
決
機
関
で
あ
る
こ
と
を
常
に
自
覚
し
、
公
正
性
、
透
明
性
お

よ
び
信
頼
性
を
重
視
し
て
、
執
行
機
関
と
の
緊
張
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
市
民
の
立
場
に

立
っ
て
市
の
行
財
政
運
営
と
事
務
の
執
行
を
監
視
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
市
民
の
多
様
な

意
見
を
把
握
し
、
市
政
の
課
題
解
決
に
向
け
て
議
論
を
重
ね
、
し
っ
か
り
と
市
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
積
極
的
に
政
策
を
提
言
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

情
報
公
開
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

阿
賀
野
市
議
会
は
こ
の
た
び
改
選
前
の
議
員
定
数
20
名
か
ら
4
名
減
の
16
名
で
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。
議
長
を
除
く
各
議
員
は
3
つ
の
常
任
委
員
会
の
う
ち
2
つ
の
常
任
委
員
会

に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
新
た
な
議
会
構
成
に
よ
り
市
民
福
祉
の
向
上
と
持
続
的
で
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
に
は
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
く
、
実
り
豊
か
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
１
日
も
早
い
終
息
を
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。
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市議会の構成　 令和２年11月から新しい体制で活動しています

会派 ……政党や同じような考え方、
意見を持つ議員は、自分たちの
考えを市政に効果的に反映させ
るため、集まって活動していま
す。このグループを「会派」と
呼んでいます。

阿賀野市監査委員 村上清彦
阿賀北広域組合議会議員 近山　修　清野栄一　松﨑良繼　百都順也　加藤博幸
五泉地域衛生施設組合議会議員 山口功位　宮脇雅夫　大滝　勝　遠藤　孝　荒澤浩和
新潟県後期高齢者医療広域連合議会議員 大滝　勝
阿賀野市防災会議委員 市川英敏
阿賀野市国民保護協議会委員 市川英敏
阿賀野市家畜ふん尿処理施設等運営委員会委員 山口功位
福島潟周辺整備促進協議会委員 市川英敏　山口功位　清野栄一　遠藤　孝　荒澤浩和
阿賀野市下水道審議会委員 近山　修　加藤博幸
阿賀野市水道事業審議会委員 百都順也　荒澤浩和
阿賀野市民生委員推薦会委員 遠藤智子
阿賀野市都市計画審議会委員 風間輝榮　百都順也
国道 460 号整備促進期成同盟会委員 市川英敏
一般国道 290 号（新発田～五泉間）整備促進期成同盟会委員 山口功位
安田橋下流橋（仮称五泉大橋）架橋促進期成同盟会委員 市川英敏　山口功位
一般国道 290 号「馬下橋」架け替え促進期成同盟会委員 市川英敏　山口功位
大通川河川改修事業促進期成同盟会委員 市川英敏　山口功位
阿賀野市国民健康保険運営協議会委員 遠藤智子　宮脇雅夫　松﨑良繼　大滝　勝
阿賀野市あがの市民病院運営協議会委員 岡部直史　加藤博幸　天野市榮

議長　市川　英敏　　　副議長　遠藤　智子

村
むら

上
かみ

清
きよ

彦
ひこ

（総文・産建）

公 党党党党公公公公公公公公明公明公明党党党公明公明公明党党党公明党公明党

日日本共 党日本日本共産共産党党日本日本共産共産党党日本共産党日本共産党

宮
みや

脇
わき

雅
まさ

夫
お

（総文・社厚） 岡
おか

部
べ

直
なお

史
し

（総文・社厚） 松
まつ

﨑
ざき

良
よし

繼
つぐ

（総文・産建）

新 ののの新新新新風新新新風新風あがあがのの新風新風あがあがのの新風あがの新風あがの

山
やま

口
ぐち

功
こう

位
い

（総文・産建） 風
かざ

間
ま

輝
てる

榮
えい

（総文・産建） 市
いち

川
かわ

英
ひで

敏
とし

（議長）

遠
えん

藤
どう

　孝
たかし

（社厚・産建） 荒
あら

澤
さわ

浩
ひろ

和
かず

（総文・社厚）

大
おお

滝
たき

　勝
まさる

（社厚・産建） 百
もも

都
つ

順
じゅん

也
や

（総文・社厚） 加
か

藤
とう

博
ひろ

幸
ゆき

（社厚・産建）

会派会会 所 しし会派会派会派の所の所所属な属な属 しし会派会派会派の所の所所属な属な属 しし

遠
えん

藤
どう

智
とも

子
こ

（総文・社厚） 近
ちか

山
やま

　修
おさむ

（総文・産建）

清
せい

野
の

栄
えい

一
いち

（社厚・産建） 天
あま

野
の

市
いち

榮
えい

（社厚・産建）

※（　）は所属の常任委員会
総文：総務文教常任委員会
社厚：社会厚生常任委員会
産建：産業建設常任委員会

16人の議員を
会派ごとに紹介
します
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委員会は、常任委員会、議会運営委員会および特別委員会があります。
常任委員会は３つあり、市の仕事を３つに分け関係する議案や請願等を審査します。
阿賀野市では、このたびの改選から議員１人が２つの常任委員会に所属しています。
議会運営委員会は、議会の円滑な運営方法について話し合いを行います。
特別委員会は、必要に応じて設置されます。

※　◎委員長　〇副委員長　議長は常任委員会には所属しません。

委員会の
紹介

委員長　天野　市榮　　　副委員長　清野　栄一

運営部会
◆天野市榮　　◇清野栄一　　宮脇雅夫　　近山　修　　松﨑良繼　　百都順也

議会基本条例の進行管理や見直し、各部会の調整、政策提案に関することを担当します。

政策部会
◆宮脇雅夫　　◇百都順也　　山口功位　　風間輝榮　　大滝　勝　　加藤博幸　　遠藤　孝

議員研修の検討、政務活動費のチェック、その他議会改革に関することを担当します。

広報広聴部会
◆松﨑良繼　　◇近山　修　　遠藤智子　　村上清彦　　岡部直史　　清野栄一　　天野市榮　　荒澤浩和

議会だよりなど議会活動の発信、議会報告会など市民参加や市民との連携を図るための企画・立案に関することを担当します。

岡部直史　近山　修　松﨑良繼　宮脇雅夫　荒澤浩和　村上清彦

遠藤智子　◎風間輝榮　○百都順也　山口功位

遠藤　孝　大滝　勝　加藤博幸　風間輝榮

○百都順也　◎宮脇雅夫　山口功位

清野栄一　百都順也　岡部直史　天野市榮　荒澤浩和　加藤博幸

遠藤智子　◎大滝　勝　○遠藤　孝　宮脇雅夫

清野栄一　遠藤　孝　大滝　勝　松﨑良繼　近山　修　天野市榮

風間輝榮　◎山口功位　○加藤博幸　村上清彦

（議長を除く議員15名） （議長を除く議員15名）

産業建設部所管の商工業、農業、土木、観光、上下水道等に関することを審
査します。

総務部所管の市政全般の企画や調整、財務、市税、防災、教育等に関するこ
とを審査します。

民生部所管の福祉、介護、子ども、保健、医療、環境、生涯学習等に関する
ことを審査します。
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議案ピックアップ

一般会計補正予算（第10号）
11月27日臨時会

主な内容
高齢者等唾液PCR検査費用助成事業費　3,432万円
　新型コロナウイルス感染症の感染防止対策として、基礎疾患を有する人や65歳以上の高齢者へPCR検査費用の一部を助成します。

ネット見本市事業費　200万円
　市のホームページのリニューアルに合わせ、市のホームページにバナーを作成し、分野別に市内事業所の食品、商品や製品をインターネット上で紹介します。

防犯灯新設工事費　1,250万円
　市民が密集・密接を避け、安心して外出できるよう、新たに防犯灯を設置します。
問　何基程度設置するのか。設置するに当たって基準はあるのか。
答　 170基程度設置する予定。住宅が離れている間の通学路等で空いている部分、国道近くで防犯灯が一切ない場所、夜間商店街
の照明が落ちた後でも明るくなるよう考えている。

一般会計補正予算（第12号）
主な内容

虹の架け橋住宅取得支援事業補助金　1,000万円
　９月に本年度当初予算枠に達しましたが、住宅取得者の定住化を促進するとともに地域経済の活性化を図るため、増額補正します。
問　９月に予算枠に達してからこの補正が成立するまでの間の該当者には遡及して適用するのか。
答　９月以降着工された方についても遡及して対応したい。
問　不足した場合、さらに補正をするのか。
答　今のところ足りると考えている。追加は状況を見て考えたい。

条例の一部改正
12月定例会

阿賀野市妊産婦医療費助成に関する条例の一部改正について
　妊産婦の疾病の早期発見と治療を促し適切な医療を受けられるよう、対象者を拡充し、一部負担金控除後の医療費を助成します。
この改正により、所得制限がなくなります。

阿賀野市立幼稚園設置条例の一部改正について
　市立幼稚園における子どもの預かり保育について、保育所に通園する子どもと同じ利用ができるよう、利用時間の拡大とそれに伴う料金を設定します。

　提案された議案について、さまざまな視点から審議を重ねます。
　可決・承認された議案の内容について、11月27日開催の臨時会から１つ、12月定例会から４つお知
らせします。

公の施設に係る指定管理者の指定について
　指定管理者制度により、次のとおり管理者を指定します。

　施設の名称 指定管理者となる団体 指定の期間
阿賀野市赤坂地区コミュニティ公園 小松区 令和３年４月１日から令和８年３月 31日まで
阿賀野市福祉会館 公益社団法人阿賀野市シルバー人材センター 令和３年４月１日から令和６年３月 31日まで
阿賀野市保健福祉センター京和荘 社会福祉法人阿賀野市社会福祉協議会 令和３年４月１日から令和６年３月 31日まで
阿賀野市デイサービスセンター
むすびの里、第二むすびの里、第二わかばの里、
第二永寿園、おおむろの丘

社会福祉法人阿賀野市社会福祉協議会 令和３年４月１日から令和６年３月 31日まで

一般会計補正予算（第11号）
主な内容

小中学校コンピュータ教育環境設備整備事業費　1,636万９千円
　GIGAスクールの実施に伴い教員用の指導用デジタル教科書を購入します。

児童クラブ事業補助金　473万７千円
　令和３年度から堀越地区児童クラブを開設する社会福祉法人に対し、準備のため必要となる施設の用途変更や設備修繕の
経費を補助します。

　このほか、新型コロナウイルス感染症の影響により中止した事業費の減額、実績に基づく増減や財源確保による財源の組み
替え等についての補正予算が提出され、審議しました。



あがの市議会だより 第46号5

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

人
事 阿賀野市監査委員の選任について（村上 清彦 氏） 省略 同意

11 月 12日臨時会

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

専
決 阿賀野市一般会計補正予算（第９号）　令和２年10月15日専決 省略 承認

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

補
正
予
算

阿賀野市一般会計補正予算（第10号） 省略 可決

阿賀野市少年自然の家特別会計補正予算（第１号） 省略 可決

11 月 27日臨時会

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

条
例 阿賀野市特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部改正について 省略 可決

全会一致で議決した議案等

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

人
事

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（鈴木 実 氏） 省略 適任

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（相馬 重輔 氏） 省略 適任

補
正
予
算

阿賀野市一般会計補正予算（第11号）
総文 
社厚 
産建

可決

阿賀野市一般会計補正予算（第12号） 省略 可決

阿賀野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 社厚 可決

阿賀野市後期高齢者医療特別会計補正予算(第２号) 社厚 可決

阿賀野市介護保険特別会計補正予算（第５号） 社厚 可決

阿賀野市少年自然の家特別会計補正予算（第２号） 社厚 可決

阿賀野市水道事業会計補正予算（第２号） 産建 可決

阿賀野市下水道事業会計補正予算（第３号） 産建 可決

阿賀野市病院事業会計補正予算（第２号） 社厚 可決

条
例

阿賀野市入湯税条例の一部改正について 総文 可決

阿賀野市国民健康保険税条例の一部改正について 総文 可決

阿賀野市督促手数料及び延滞金徴収条例の一部改正について 総文 可決

※省略：本会議で即決したもの
　総文：総務文教常任委員会　　社厚：社会厚生常任委員会　　産建：産業建設常任委員会
◆各委員会での審査結果は市ホームページでご覧になれます。

12 月定例会

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

条
例

阿賀野市立幼稚園設置条例の一部改正について 総文 可決

阿賀野市妊産婦医療費助成に関する条例の一部改正について 社厚 可決

阿賀野市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 社厚 可決

阿賀野市介護保険条例の一部改正について 社厚 可決

阿賀野市下水道事業受益者負担金条例の一部改正について 産建 可決

阿賀野市火災予防条例の一部改正について 総文 可決

そ
の
他

市道路線の認定について 産建 可決

公の施設に係る指定管理者の指定について（阿賀野市赤坂地区コミュニティ公園） 産建 可決

公の施設に係る指定管理者の指定について（阿賀野市保健福祉センター京和荘） 社厚 可決

公の施設に係る指定管理者の指定について（阿賀野市デイサービスセンターむ
すびの里　外４施設） 社厚 可決

発
議 拉致事件の早期解決を求める意見書の提出について ― 可決

11月臨時会、12月定例会の議決結果をお知らせします

議 案 名

審
査
し
た
委
員
会
※

議
決
結
果

公明党 日本共産党 新風あがの 会派の所属なし

村
上　

清
彦

宮
脇　

雅
夫

岡
部　

直
史

松
﨑　

良
繼

山
口　

功
位

風
間　

輝
榮

大
滝　
　

勝

百
都　

順
也

加
藤　

博
幸

遠
藤　
　

孝

荒
澤　

浩
和

遠
藤　

智
子

近
山　
　

修

清
野　

栄
一

天
野　

市
榮

条
例

阿賀野市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について 省略 可決 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
討　論
（要旨） 反対意見 現在、消費税増税とコロナ禍のダブルパンチで個人消費は落ち込み、消費不況になっている。この中で、市職員の期末手当を削減することは、民間の年末ボーナスの削減にも繋がり、悪循環

になり、さらに地域経済を悪化させることになるので反対する。
阿賀野市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 省略 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

討　論
（要旨）

反対意見 雇用環境の悪化により若年者の自殺や母子家庭の生活困窮も増して非常に厳しい状況であるというニュースが昨日報道された。そんな中で議員のボーナス削減0.05月（約１万６千円）だけでい
いのか。勤務実態も年間約30日しかない。減額幅をもっと大きくすべき。

賛成意見 現下の社会情勢を斟酌するとともに人事院勧告に準拠し、賛成する。議員が登庁する日数は年間30日程度かもしれないが、登庁しなくても毎日行政に対する仕事に関わるという意識でいる。
議員ひとりひとりがしっかりと誇りをもって対処すれば良い。

阿賀野市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 省略 可決 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

討　論
（要旨）

反対意見 現在、消費税増税とコロナ禍のダブルパンチで個人消費は落ち込み、消費不況になっている。この中で、市職員の期末手当を削減することは、民間の年末ボーナスの削減にも繋がり、悪循環
になり、さらに地域経済を悪化させることになるので反対する。

賛成意見 職員組合との話し合いがついているため、賛成する。

○：賛成　　×：反対　　議長（市川英敏）は採決には加わりません。
意見が分かれた議案等

11 月 27日臨時会

議 案 名

審
査
し
た
委
員
会
※

議
決
結
果

公明党 日本共産党 新風あがの 会派の所属なし

村
上　

清
彦

宮
脇　

雅
夫

岡
部　

直
史

松
﨑　

良
繼

山
口　

功
位

風
間　

輝
榮

大
滝　
　

勝

百
都　

順
也

加
藤　

博
幸

遠
藤　
　

孝

荒
澤　

浩
和

遠
藤　

智
子

近
山　
　

修

清
野　

栄
一

天
野　

市
榮

そ
の
他

公の施設に係る指定管理者の指定について（阿賀野市福祉会館） 社厚 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
討　論
（要旨） 反対意見 公募せずに現指定管理者の実績（平成12年から）等のみを判断基準にして、現指定管理者を指定した。同施設の管理者として適格性を有する事業者は市内に複数存在するので、公募で募った事

業者から指定管理者を選定すべき。

請
願

老齢年金等の抜本的な改善を求める意見書の提出を求める請願 社厚 不採択 × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○

討　論
（要旨）

賛成意見 自由討議でも言ったが（みずほ銀行の研究所が今年の９月、国民年金の研究レポートを公表。マクロ経済スライドにより年金額が低下し、満額で月5.4万円。基礎年金の劣化を懸念）現行の受給
平均額は月５万４千円、国民年金だけの場合、生活が成り立つのか。改善が必要。

反対意見 年金制度の課題は少子高齢化に伴う財源確保であり、持続的かつ現実的に運営されていくべきものである。制度の支え手となる世代の将来不安が、厳しい将来予測に起因しているのは明らかで、
現在の支給額改善だけでは抜本的な問題解決にはならない。

国に対し「消費税の減税を求める意見書」の提出を求める請願 総文 不採択 × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○

討　論
（要旨）

賛成意見 消費税は所得の低い人ほど負担の割合が大きく、中小業者は売上に転嫁できず身銭を切っている。コロナ禍の中で効果の大きい消費税引き下げを是非阿賀野市議会として意見書を上げてほしい。

反対意見 日本は今後高齢化で、年金・医療・介護といった社会保障給付費の増加が見込まれており、消費税はその財源になっている。消費税の減税は社会保障制度の持続性を危うくすることにもなり
かねず、地方財政にも影響を与える。

発
議

阿賀野市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 総文 否決 × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○

討　論
（要旨）

賛成意見 新型コロナウイルスの影響で、多くの市民が苦しんでいるときに、昨年に続いて２年連続の引き上げは市民の理解は得られない。報酬額を引き上げ前に減額して、今後議会改革を積極的に進
めながら、報酬額の在り方を議会が検討すべきだ。

反対意見 報酬額は県内20市の中で16番目であり、他市と比較して低い状況。所管の委員会で「報酬については議員全員に関わることで、議会として議論していくべき。一部の議員で発議するのはいか
がなものか。」との意見。報酬額では、20人の時は8,956万円、16人に削減後7,490万円となり、1,466万円の削減ができた。

12 月定例会



あがの市議会だより 第46号 6

議員ごとの二次元コードをスマートフォンやタブレット端末の専用アプリで読み取ると、
市ホームページ内、市議会の映像配信のページでこの質問のやり取りが視聴できます。

無
会
派

近
山　
　

修

道
の
駅
の
準
備
状
況
に
つ
い
て

質
問　

道
の
駅
の
開
業
ま
で
２
年
を

切
っ
て
い
る
。
阿
賀
野
市
道
の
駅
準

備
協
議
会
で
議
論
を
行
っ
て
進
め
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
道
の
駅
開
業

ま
で
２
年
を
切
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
事
務
を
引
き
継
ぐ
新
会
社

の
設
立
が
今
年
の
12
月
予
定
と
あ
が

の
新
報
で
報
道
さ
れ
た
。
視
察
に

伺
っ
た
道
の
駅
は
３
年
も
前
か
ら
模

擬
店
を
出
店
し
て
お
客
の
動
向
を

調
査
し
な
が
ら
準
備
し
開
業
し
て
い

る
。
道
の
駅
の
準
備
状
況
を
伺
う
。

答
弁　

阿
賀
野
市
道
の
駅
準
備
協
議

会
で
は
、
会
社
設
立
の
た
め
の
出
資

者
を
募
集
す
る
な
ど
、
来
年
１
月
の

設
立
に
む
け
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
建
築
設
計
で
は
、
協
議
会
が
農

産
物
や
物
産
品
を
展
示
す
る
什
器
等

の
配
置
案
を
作
成
し
て
お
り
、
そ
の

案
を
参
考
に
、
市
は
協
議
会
と
共
同

で
内
部
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。
道
の
駅
に
対
す

る
関
心
を
高
め
る
た
め
、
協
議
会
が

出
品
や
出
店
を
検
討
し
て
い
る
方
等

を
対
象
に
テ
ー
マ
別
の
講
演
会
を
実

施
し
て
お
り
、
取
り
扱
う
農
産
物
に

つ
い
て
は
、
市
内
外
の
情
報
を
収
集

し
検
討
を
進
め
て
い
る
。
駅
長
を
公

募
し
、
４
月
に
決
定
予
定
で
運
営
に

関
す
る
準
備
も
加
速
す
る
と
考
え
て

い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
市
の

経
済
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

質
問　

阿
賀
野
市
の
企
業
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
週
休
が
３
日
の
企
業

や
土
日
営
業
の
企
業
等
そ
れ
ぞ
れ
工

夫
し
な
が
ら
営
業
し
て
い
る
。
市
民

生
活
を
活
性
化
さ
せ
る
具
体
的
な
施

策
を
伺
う
。

答
弁　

雇
用
維
持
と
事
業
継
続
を

目
的
と
し
て
、
店
舗
等
賃
借
料
補

助
、
雇
用
調
整
助
成
金
申
請
手
数
料

補
助
、
飲
食
店
応
援
事
業
、
宿
泊

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
で
事
業
者
支
援

を
行
っ
た
ほ
か
、
資
金
借
入
を
行
う

際
に
必
要
と
な
る
信
用
保
証
協
会
の

保
証
を
受
け
る
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
保
証
に
つ
い
て
、
10
月
末
ま

で
に
市
内
事
業
者
３
９
２
件
の
認
定

を
行
っ
た
。

新
風
あ
が
の

荒
澤　

浩
和

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
に
つ
い
て

質
問　

第
２
期
阿
賀
野
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
が
策
定
さ

れ
、
期
間
は
令
和
２
年
度
か
ら
令
和

６
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
計
画

策
定
の
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
就
学
前
の

子
ど
も
の
一
時
預
か
り
や
地
域
子
育

て
支
援
拠
点
事
業
、
病
児
保
育
事
業

や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
様
々

な
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
提

供
体
制
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
核
家
族
化
や
地
域
の
繋
が
り
の

希
薄
化
等
に
よ
り
、
家
庭
や
地
域
の

子
育
て
力
・
教
育
力
の
低
下
が
課
題

と
な
っ
て
お
り
計
画
的
に
推
進
す
る

と
あ
る
。
ま
た
、
阿
賀
野
市
の
世
帯

数
は
増
加
し
て
い
る
が
１
世
帯
あ
た

り
の
人
員
は
減
少
が
続
い
て
お
り
、

平
成
27
年
度
は
３
・
２
人
で
あ
る
。

新
潟
県
の
１
世
帯
あ
た
り
の
人
員
は

２
・
65
人（
全
国
第
５
位
）で
、
過
去

最
小
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
阿
賀
野
市
４

地
区
の
学
年
別
児
童
数
も
様
々
で
あ

り
、
今
後
の
児
童
人
口
推
計
を
見
る

と
か
な
り
心
配
だ
。
幸
い
京
ヶ
瀬
地

区
に
お
い
て
は
、
阿
賀
野
市
近
郊
か

ら
の
移
住
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
と

思
う
。
そ
こ
で

①
現
在
京
ヶ
瀬
地
区
に
新
し
い
団
地

を
建
設
・
お
住
ま
い
の
方
は
ど
ち
ら

か
ら
の
移
住
か
伺
う
。

②
保
育
環
境
の
向
上
に
向
け
、
整
備

の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
京
ヶ
瀬
こ

ど
も
園
の
園
舎
建
て
替
え
が
令
和
５

年
だ
が
、
前
倒
し
は
検
討
し
て
い
る

か
問
う
。

答
弁　

①
姥
ヶ
橋
地
区
の
２
カ
所
に

93
区
画
、
曽
郷
地
区
の
２
カ
所
に
54

区
画
、
合
わ
せ
て
１
４
７
区
画
の
宅

地
が
新
た
に
造
成
さ
れ
て
い
る
。
建

築
工
事
届
は
11
月
15
日
現
在
93
件
、

住
民
登
録
の
世
帯
数
は
84
世
帯
、
市

外
か
ら
の
転
入
49
世
帯
、
市
内
転
居

35
世
帯
で
あ
る
。

②
京
ヶ
瀬
こ
ど
も
園
か
ら
は
令
和
５

年
度
に
園
舎
を
建
て
替
え
た
い
と
の

要
望
で
あ
る
。
現
時
点
で
園
舎
建
て

替
え
に
つ
い
て
は
、
園
よ
り
前
倒
し

の
要
望
は
な
い
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

旧
前
山
小
学
校
の
活
用
予
定

道
の
駅
に
つ
い
て

　

①
農
家
等
の
参
画

　

②
室
内
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
つ
い
て

無
会
派

清
野　

栄
一

立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

質
問　

こ
の
計
画
は
、
人
口
減
少
が

進
展
す
る
中
、
居
住
機
能
や
都
市
機

能（
医
療
・
商
業
）を
誘
導
、
中
心
市

街
地
を
活
性
化
し
、
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
、「
コ
ン
パ
ク
ト

で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」を
目

指
し
て
い
る
。
県
内
20
市
中
、
13
市

に
お
い
て
策
定
済
み
。
本
市
の
策
定

期
間
、
効
果
等
に
つ
い
て
。

答
弁　

計
画
目
標
年
次
は
２
０
４
０

年
、
来
年
度
の
施
行
を
目
指
す
。
居

住
や
都
市
機
能
を
誘
導
す
る
区
域
以

外
は
開
発
や
建
築
の
事
前
届
け
出
が

必
要
に
な
る
。

通
学
路
に
お
け
る
獣
害
予
防

質
問　

県
は
、
ク
マ
に
よ
る
人
身
被

害
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
特
別

警
報
を
発
令
、
本
市
で
も
出
没
や
目

撃
情
報
も
多
く
、
次
郎
丸
地
区
か
ら

笹
岡
小
学
校
へ
の
徒
歩
通
学
路
は
山

際
に
隣
接
、
遭
遇
し
た
場
合
、
児
童

へ
の
人
身
被
害
も
懸
念
さ
れ
る
。
安

全
策
と
し
て
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の

便
乗
に
つ
い
て
。

答
弁　

要
望
を
総
合
的
に
判
断
し
、

次
郎
丸
、
金
屋
等
の
児
童
は
通
学
バ

ス
下
校
便
を
12
月
か
ら
1
月
15
日
ま

で
利
用
可
と
し
た
。

意
見　

南
魚
沼
市
で
は
、
12
月
か
ら

の
冬
季
通
学
バ
ス
を
ク
マ
対
策
と
し
て

9
月
か
ら
運
行
。
本
市
に
お
い
て
も
状

況
を
的
確
に
判
断
し
児
童
の
安
全
を
護

る
た
め
能
動
的
対
応
を
す
べ
き
。

路
線
バ
ス
水
原
・
新
潟
間
の
減
便

質
問　

新
潟
交
通
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
理
由
に
12
・
２
％
も
の
過
去

最
大
の
減
便
を
実
施
。
水
原
・
新
潟

間
は
平
日
24
便
か
ら
19
便
と
、
平
均

減
便
率
を
大
き
く
上
回
る
21
％
の
減

便
。
こ
れ
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
影

響
は
。

答
弁　

40
分
程
度
待
て
ば
利
用
可
能
。

意
見　

不
便
な
Ｊ
Ｒ
の
補
完
的
役
割

が
あ
る
。
更
な
る
不
便
に
繋
が
ら
な

い
よ
う
市
長
は
ア
ク
シ
ョ
ン
す
べ
き
。

市
バ
ス
等
運
行
者
の
行
政
処
分

質
問　

本
市
が
運
行
委
託
を
し
て
い

る
事
業
者
が
、
監
督
庁
よ
り
行
政
処

分
を
受
け
た
事
に
よ
る
、
契
約
上
の

問
題
や
影
響
は
。

答
弁　

遺
憾
で
あ
る
。
運
行
へ
の
影

響
は
な
い
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

不
登
校
児
童
の
状
況
に
つ
い
て

新
風
あ
が
の

加
藤　

博
幸

投
票
率
向
上
に
つ
い
て

質
問　

投
票
弱
者
の
方
へ
の
投
票
機

会
確
保
を
伺
う
。

答
弁　

施
設
等
に
入
所
・
入
院
の
方
、

ご
家
族
に
は
配
慮
を
怠
ら
ず
に
取
り
組
む
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
は
円
滑
に

質
問　

ど
の
よ
う
に
進
め
る
予
定
か

を
伺
う
。

答
弁　

具
体
的
な
検
討
は
こ
れ
か
ら
。

十
分
周
知
を
図
り
混
乱
な
い
よ
う
対
処
。

住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

質
問　

阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
完
成
後
の

街
環
境
の
変
化
を
捉
え
、
市
の
将
来

像
や
街
防
犯
灯
、
側
溝
等
の
整
備
管

理
に
つ
い
て
方
向
を
示
す
考
え
は
。

答
弁　
「
広
報
あ
が
の
」や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
周
知
を
行
う
。

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の

育
成
保
護
に
つ
い
て

質
問　

学
芸
員
な
ど
資
格
者
の
維
持
、

確
保
や
任
用
を
図
る
と
と
も
に
、
施

設
等
は
作
れ
ば
作
り
放
し
と
い
う
感

覚
を
市
民
の
方
が
持
た
な
い
よ
う
な

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

状
況
に
応
じ
た
職
員
配
置
に

努
め
る
。
各
施
設
は
利
用
状
況
、
経

過
年
数
、
老
朽
化
状
況
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
て
整
備
に
努
め
る
。

農
家
所
得
向
上
に
市
の
役
割
は

質
問　
米
の
需
給
問
題
と
合
わ
せ
、
農

家
経
営
の
体
質
強
化
が
喫
緊
の
課
題
。

関
係
Ｊ
Ａ
、
中
核
的
生
産
法
人
等
と
の

連
携
を
踏
ま
え
、ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
弁　

ほ
場
整
備
事
業
の
促
進
に
よ

る
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
や
園
芸
作
物

導
入
な
ど
複
合
営
農
に
取
り
組
み
や

す
く
し
、
生
産
額
の
向
上
が
実
現
す

る
よ
う
誘
導
し
て
い
く
。

２
０
５
０
年
脱
炭
素
化
へ
の
対
応
は

質
問　
国
の
他
、
新
潟
県
を
含
む
１
６

９
の
自
治
体
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
に
賛

同
表
明
し
て
お
り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
新
た
な
成
長
戦
略
と
し
て
も
取
り

入
れ
て
い
る
。
市
の
対
応
を
伺
う
。

答
弁　

当
市
も「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」宣
言
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

平
成
25
年
策
定
の「
阿
賀
野
市
環
境
基

本
計
画
」お
よ
び「
同
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
」の
改
訂
時
に
盛
り
込
む
。

（12月定例会）一　般　質　問
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60分の持ち時間の中で、質問と答弁のやり取りが繰り返されます。
掲載内容は質問議員がまとめたもので要旨を掲載しています。一　般　質　問

新
風
あ
が
の

遠
藤　
　

孝

冬
期
間
の
道
路
等

除
雪
に
つ
い
て

質
問　

本
年
度
の
積
雪
量
は
未
知
数

で
あ
る
が
、
阿
賀
野
市
の
除
雪
体
制

の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
道
、
歩
道
の
機
械
除
雪
と
消
雪

パ
イ
プ
の
割
合
、
消
雪
パ
イ
プ
の
請

願
件
数
お
よ
び
今
後
の
実
施
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
機
械
除
雪
の

出
動
基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

車
道
除
雪
対
象
総
延
長
５
５

３
・
７
㎞
の
う
ち
、
機
械
除
雪
が
３

２
８
・
８
㎞
で
59
・
４
％
、
消
雪
パ

イ
プ
が
２
２
４
・
９
㎞
で
40
・
６
％
。

歩
道
は
26
・
８
㎞
す
べ
て
機
械
除
雪

で
行
う
予
定
。
消
雪
パ
イ
プ
の
要
望

件
数
は
10
件
。
消
雪
パ
イ
プ
の
整
備

基
準
は
、
家
屋
が
連
坦
し
、
機
械
除

雪
が
困
難
な
箇
所
に
整
備
す
る
。
要

望
の
あ
っ
た
箇
所
に
は
、
積
雪
状
況

や
交
通
量
な
ど
の
道
路
状
況
を
勘
案

し
て
設
置
を
検
討
す
る
。
機
械
除
雪

の
出
動
基
準
は
、
平
常
体
制
時
、
車

道
の
積
雪
10
か
ら
15 

㎝
、
降
雪
量
に

応
じ
て
出
動
す
る
。
歩
道
は
通
学
路

の
確
保
を
最
優
先
と
し
、
積
雪
が
15

か
ら

 

20 

㎝
で
実
施
す
る
。

人
口
減
少
に
つ
い
て

質
問　

全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い

る
人
口
減
少
、
特
に
地
方
に
は
深
刻

な
課
題
で
あ
る
。
少
子
化
、
転
出
者

よ
り
転
入
者
が
少
な
い
。転
出
者
減
、

転
入
者
増
の
た
め
の
阿
賀
野
市
と
し

て
の
政
策
、
事
業
展
開
を
伺
う
。

答
弁　
令
和
元
年
県
人
口
移
動
調
査
で

は
、
県
外
へ
は
１
４
４
人
転
出
超
過
で
、

県
内
市
外
へ
は
98
人
転
出
超
過
に
な
っ
て

い
る
。
市
か
ら
県
外
へ
の
転
出
者
は
首
都

圏
が
半
数
以
上
を
占
め
、
学
業
や
就
職
が

多
い
状
況
。
県
内
移
動
で
の
転
出
先
は
、

新
潟
市
が
３
３
８
人
、
新
発
田
市
が
62
人

で
全
体
の
７
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
理

由
は
住
宅
取
得
や
就
職
な
ど
。

　

阿
賀
野
市
の
対
策
と
し
て
は
、
阿

賀
野
市
Ｕ
タ
ー
ン
奨
学
金
補
助
制

度
、
移
住
定
住
促
進
事
業
、
虹
の
架

け
橋
住
宅
取
得
支
援
事
業
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
お
よ
び
移
住
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
の
首
都
圏
で
の
宣

伝
活
動
。そ
の
他
子
育
て
支
援
事
業
。

　
今
後
も
雇
用
の
場
、
医
療
な
ど
の
環

境
整
備
、
教
育
、
育
成
支
援
の
充
実
を

図
り
、人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
。

無
会
派

天
野　

市
榮

市
民
病
院
の
運
営
状
況
と

今
後
の
課
題
に
つ
い
て

質
問　

私
は
市
長
在
任
中
、
一
丁
目

一
番
地
の
政
策
課
題
と
し
て
旧
病
院

（
水
原
郷
病
院
）の
救
急
復
活
や
経
営

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
唯
一
の

対
応
策
と
し
て
採
用
し
た「
公
設
民

営
化
」の
実
現
に
向
け
て
関
係
機
関

等
と
の
調
整
を
重
ね
、
平
成
22
年
10

月
に
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
厚
生

連
に
運
営
を
委
託
し
た
。
平
成
24
年

３
月
に
は
新
病
院（
あ
が
の
市
民
病

院
）の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
な
る

「
阿
賀
野
市
新
病
院
整
備
基
本
計
画
」

を
策
定
し
た
。
な
お
、
新
病
院
の
あ

る
べ
き
姿
・
基
本
診
療
機
能
に
つ
い

て
、
前
年
の
11
月
に
市
民
か
ら
の
意

見
募
集
を
行
い
、
市
民
か
ら
理
解
を

い
た
だ
い
た
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。

　

市
長
退
任
後
、
新
病
院
の
建
設
工

事
が
始
ま
り
、
平
成
27
年
10
月
に
新

病
院
が
完
成
し
、
一
般
病
床
１
４
４

床
・
療
養
病
床
54
床
・
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
52
床
の
合
計
２
５
０
床
を
有

す
る
厚
生
連
病
院
と
し
て
開
院
し

た
。
そ
の
後
、
療
養
病
床
の
介
護
医

療
院
へ
の
転
換
や
一
般
病
床
か
ら
地

域
包
括
病
床
へ
の
転
換
な
ど
が
行
わ

れ
、
現
在
の
病
床
規
模
は
、
一
般
病

床
92
床
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
１
０

４
床
の
合
計
１
９
６
床
と
な
っ
て
い

る
。
新
病
院
が
開
院
し
て
丸
五
年
が

経
過
し
た
が
、
病
床
の
大
幅
な
転
換

や
救
急
医
療
の
復
活
が
で
き
な
い
な

ど
、
当
初
計
画
と
は
大
き
く
か
け
離

れ
た
運
営
実
態
と
な
っ
て
い
る
。

①
病
床
転
換
が
大
幅
に
行
わ
れ
た
理

由
を
伺
う
。

②
基
本
診
療
機
能
で
あ
る「
周
産
期

医
療
」の
機
能
低
下
に
つ
い
て
伺
う
。

③
救
急
医
療
の
復
活
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

①
病
床
転
換
は
国
の
方
針
や

臨
床
研
修
医
を
受
け
入
れ
る
た
め
に

行
っ
た
も
の
。

②
県
内
の
産
婦
人
科
医
師
の
集
約
化

に
よ
り
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
分
娩

の
取
り
扱
い
を
休
止
す
る
が
、
外
来

診
療
は
維
持
。

③
新
病
院
開
院
前
か
ら
新
発
田
圏
域

の
病
院
群
輪
番
制
に
参
加
し
、
他
病

院
と
協
力
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

日
本
共
産
党

岡
部　

直
史

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の

検
査
体
制
確
立
を

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

は
、
都
会
か
ら
地
方
へ
と
拡
散
し
て

い
る
。
冬
季
は
感
染
が
ひ
ろ
が
り
や

す
く
、
ま
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

期
を
迎
え
、
高
齢
者
、
病
院
に
入
院

し
て
い
る
人
、
介
護
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
人
を
は
じ
め
、
市
民
に

対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
拡
充
に

つ
い
て
問
う
。
検
査
の
や
り
か
た
に

つ
い
て
市
民
へ
の
お
知
ら
せ
は
。

答
弁　

新
発
田
保
健
所
管
内
で
は
、

７
月
よ
り
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
、
か
か
り
つ
け
医
が
判
断

し
て
検
体
採
取
が
可
能
と
な
っ
た
。

当
市
で
も
今
月（
12
月
）か
ら
検
査
す

る
市
民
へ
の
補
助
事
業
を
実
施
す
る
。

　

対
象
は
無
症
状
の
方
で
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
お
よ
び
基
礎
疾
患
の
あ

る
方
。
補
助
額
は
検
査
１
回
あ
た
り

上
限
２
万
円
。
保
険
適
用
外
な
の
で

自
己
負
担
が
発
生
す
る
場
合
も
あ

る
。
市
民
へ
は
自
治
会
の
回
覧
板
で

お
知
ら
せ
す
る
。
広
報
の
掲
載
も
検

討
し
て
い
る
。

瓢
湖
水
き
ん
公
園
の

整
備
を
計
画
的
に

質
問　

市
の
観
光
振
興
の
た
め
自
然

景
観
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
水
き
ん

公
園
を
計
画
的
に
整
備
を
図
る
こ
と

を
問
う
。

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ

れ
て
か
ら
12
年
が
経
過
、
瓢
湖
の
白

鳥
を
守
る
会
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

今
後
の
計
画
を
問
う
。

答
弁　

昨
年
度
の
市
の
観
光
客
入
込

数
の
約
３
割
の
35
万
８
千
人
が
瓢
湖

を
訪
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
公
園
内

の
園
路
整
備
、
ト
イ
レ
改
修
、
駐
車

場
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
面
を
整
備
し
て

き
た
。
こ
れ
か
ら
は
自
然
環
境
の
整

備
に
努
め
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

緊
急
小
口
資
金
、
総
合
支
援
資
金
の

申
込
と
貸
付
に
つ
い
て

新
風
あ
が
の

風
間　

輝
榮

「
虹
の
架
け
橋
」
住
宅
取
得

支
援
事
業
に
つ
い
て

質
問　

子
育
て
世
代
・
多
世
代
の
定

住
化
促
進
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
市
内
に
住
宅
を
取
得
す

る
人
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

人
口
減
少
対
策
の
中
で
も
、
唯
一
、

確
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
事
業
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
現
状
は
申

し
込
み
が
予
算
枠
に
達
す
る
の
が
早

く
、
利
用
し
た
い
転
入
者
の
方
々
に

と
っ
て
は
、
計
画
の
見
直
し
な
ど
を

迫
ら
れ
る
た
め
、
予
算
の
増
額
が
で

き
な
い
も
の
か
と
の
声
が
あ
る
。

　

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
配
分
し

て
、
こ
の
支
援
事
業
の
更
な
る
充
実

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の

所
見
を
伺
う
。

答
弁　
「
虹
の
架
け
橋
」住
宅
取
得
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度

に
制
度
を
創
設
し
、
本
年
度
ま
で
の

８
年
間
で
市
外
か
ら
の
転
入
世
帯
１

５
０
件
を
含
め
、
約
５
０
０
件
の
利

用
が
あ
っ
た
。
今
年
度
の
状
況
と
し

て
は
、申
請
が
76
件
と
な
っ
て
お
り
、

９
月
中
旬
に
予
算
枠
に
達
し
た
こ
と

か
ら
、
申
請
受
付
を
終
了
し
た
。
来

年
度
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
い
厳
し

い
予
算
編
成
に
な
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
や
効
果
、
成
果
を
検
証
し
な

が
ら
財
源
を
確
保
し
た
う
え
で
考
え

る
。

市
議
会
議
員
選
挙
の

開
票
に
つ
い
て

質
問　

今
回
の
選
挙
は
開
票
作
業
が

順
調
に
進
み
、
開
票
を
見
守
る
市
民

か
ら「
こ
れ
で
終
わ
っ
た
の
」と
い
う

声
が
上
が
る
ほ
ど
、
過
去
に
な
い
異

例
の
速
さ
だ
っ
た
と
思
う
。

　

こ
の
よ
う
に
開
票
作
業
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
ん
だ
要
因
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
伺
う
。

答
弁　

要
因
と
し
て
は
、
前
回
は
県

知
事
選
挙
と
同
日
の
選
挙
で
あ
っ
た

も
の
が
、
市
議
会
議
員
選
挙
の
み
と

な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
作
業
内
容
を
見
直

す
と
と
も
に
、
事
前
に
担
当
者
間
で

綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
る
な

ど
、
開
票
作
業
に
従
事
す
る
職
員
一

人
一
人
が
作
業
の
迅
速
化
に
取
り
組

ん
だ
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ラムサール条約湿地に登録されている瓢湖

（12月定例会）
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一般質問の詳細は会議録またはホームページでご覧いただけます。今回のものは３月上旬の予定です。
会議録は図書館、各支所、本所ロビーに用意してあります。 （12月定例会）一　般　質　問

日
本
共
産
党

宮
脇　

雅
夫

悪
臭
問
題
解
決
の
進
捗
状
況
は

質
問　

９
月
議
会
で
の
質
問
後
の　

①
丸
山
の
養
牛
場
へ
の
指
導
内
容
お

よ
び
取
り
組
み
状
況
と
臭
気
検
査
の

結
果
に
つ
い
て　

②
指
定
区
域
ご
と

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
配
置
の
検
討
結
果

に
つ
い
て　

③
県
営
東
部
産
業
団
地

内
の
中
間
処
理
施
設
の
臭
気
検
査
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て　

伺
う
。

答
弁　

①
県
が
11
月
に
、
事
業
者
に

送
風
機
の
設
置
位
置
・
送
風
方
法
や

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
堆
肥
処
理
作

業
を
行
う
よ
う
指
導
し
た
。
９
月
か

ら
12
月
ま
で
パ
ト
ロ
ー
ル
で
環
境
基

準
を
超
え
る
臭
気
を
３
回
確
認
し

た
。
②
養
牛
場
近
く
に
臭
気
や
風
向

風
速
を
24
時
間
記
録
で
き
る
臭
気
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
装
置
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
。
③
９
月
に
臭
気
計
測
定
で

規
制
基
準
13
を
超
え
る
こ
と
を
確
認

し
、
事
業
者
に
改
善
を
指
導
し
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
う
。

来
年
度
予
算
は
例
年
並
み
の

財
源
が
確
保
さ
れ
る

質
問　

国
の
地
方
財
政
の
方
針
は
、

地
方
税
の
減
収
分
に
つ
い
て
、
国
の

交
付
税
と
一
般
財
源
で
手
当
す
る
と

し
て
い
る
。
ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
例

年
並
み
の
財
源
は
基
本
的
に
確
保
さ

れ
て
い
る
と
い
う
の
が
特
徴
。
少
な

く
て
も「
財
政
危
機
」が
阿
賀
野
市
を

覆
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
来
年
度
市
予
算
の
見
通
し
と
重

点
施
策
は
何
か
。

答
弁　

来
年
度
予
算
編
成
で
の
市
税

減
収
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考

え
て
い
る
。
交
付
税
は
国
の
予
算
の

範
囲
内
で
決
定
す
る
も
の
で
、
減
収

は
大
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
重

点
施
策
は
、「
人
口
減
少
対
策
」「
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
」「
防
災
・
減
災

対
策
」な
ど
。
当
市
の
合
計
特
殊
出

生
率
は
、
全
国
・
新
潟
県
平
均
よ
り

低
く
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
づ
く
り
、
経
済
的
・
精
神
的
負
担

軽
減
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
含

め
、
検
討
し
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　

①
菅
首
相
の「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

論
②「
温
室
効
果
ガ
ス
ゼ
ロ
」対
策
③

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
に
つ
い
て

新
風
あ
が
の

百
都　

順
也

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の

導
入
に
つ
い
て

質
問　

人
口
減
少
が
進
む
中
で
も
持

続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た

め
、
行
政
は
デ
ジ
タ
ル
化
や
基
幹
シ

ス
テ
ム
標
準
化
等
の
新
た
な
取
り
組

み
が
急
務
で
あ
る
。
各
自
治
体
で
は

こ
の
前
提
と
し
て
、
複
数
自
治
体
が

共
同
で
運
用
す
る
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

導
入
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

当
市
に
お
け
る
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

導
入
の
現
状
お
よ
び
今
後
の
取
り
組

み
・
考
え
方
に
つ
い
て
左
記
3
点
を

伺
う
。

①
現
在
の
当
市
の
基
幹
系
シ
ス
テ
ム

の
現
状
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム
更
改

時
期
や
設
置
方
式
と
そ
の
課
題
を
伺

う
。

②
人
口
減
少
に
伴
い
、
地
方
財
政
は

よ
り
厳
し
く
な
る
と
予
測
さ
れ
る

中
、
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
標
準
化
お
よ

び
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
導
入
に
よ
る
意

義
や
課
題
を
ど
う
認
識
す
る
か
、
ま

た
長
期
的
計
画
や
他
市
町
村
と
の
共

同
検
討
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

③
国
の
主
導
的
方
針
に
よ
る
２
０
２

５
年
移
行
ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策

定
、
職
員
の
体
制
、
各
種
助
成
・
補

助
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は

あ
る
か
伺
う
。

答
弁　

①
当
市
の
基
幹
系
シ
ス
テ
ム

は
、
外
部
施
設
に
サ
ー
バ
ー
を
設
置

し
専
用
回
線
で
の
通
信
を
市
単
独
で

運
用
す
る『
単
独
ク
ラ
ウ
ド
』の
方
法

を
と
っ
て
い
る
。
令
和
６
年
度
更
改

を
予
定
し
、
こ
れ
ま
で
問
題
は
発
生

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
課
題
は
な

い
と
考
え
る
。

②
一
概
に
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
っ

て
経
費
が
削
減
さ
れ
る
か
は
不
透
明

で
あ
る
。
ま
た
、
意
義
や
課
題
に
つ

い
て
も
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。

長
期
的
計
画
に
つ
い
て
は
必
要
性
を

感
じ
て
お
り
、今
後
策
定
を
進
め
る
。

他
市
町
村
と
の
共
同
検
討
は
、
自
治

体
ク
ラ
ウ
ド
形
成
の
た
め
、
複
数
の

自
治
体
と
勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

③
国
が
示
す
２
０
２
５
年
移
行
ま
で

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
市
独
自
で
策
定

す
る
予
定
は
無
い
。
職
員
体
制
に
つ

い
て
は
当
市
職
員
だ
け
で
検
討
は
可

能
で
あ
る
と
考
え
る
。
助
成
・
補
助

制
度
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
検

討
し
て
い
な
い
。

公
明
党

村
上　

清
彦

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

推
進
に
つ
い
て

質
問　

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
目
的

は
、
住
民
の
利
便
性
向
上
と
行
政
運

営
の
効
率
化
で
あ
る
。
新
政
権
で
は

デ
ジ
タ
ル
庁
を
創
設
し
、
国
民
が
当

た
り
前
に
望
ん
で
い
る
サ
ー
ビ
ス
を

実
現
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
利
便
性
を

実
感
で
き
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く

と
、
本
格
的
な
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）を
進
め

る
姿
勢
を
示
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
重
要
な
手
段
で
あ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
は
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
ガ

バ
メ
ン
ト
を
支
え
る
重
要
な
社
会
基

盤
と
な
り
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
各
種
証

明
書
の
発
行
や
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
も
既
に
多
く

の
自
治
体
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
、
国
に
歩
調
を
合
わ

せ
て
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

の
推
進
と
、
今
後
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
む

こ
と
は
当
然
と
し
て
、
大
事
な
こ
と

は
、
今
か
ら
で
も
取
り
組
め
る
可
能

な
限
り
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
る

べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

答
弁　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活

用
し
た
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に
よ
っ
て
、
市
役
所
の
窓
口
に
行

か
な
く
と
も
各
種
の
申
請
が
行
え
る

よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
職
員
の
業

務
効
率
化
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
ま
ず
は
、
早
期
に
住
民

票
の
写
し
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
導

入
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を

活
用
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

の
活
用
を
推
進
し
て
い
く
。加
え
て
、

防
災
対
策
や
高
齢
化
対
策
、
環
境
問

題
等
の
様
々
な
行
政
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
来
年
度

に
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
部
署
を

設
置
し
て
、
利
用
者
に
と
っ
て
良
い

サ
ー
ビ
ス
と
は
何
な
の
か
を
横
断
的

に
考
え
、
や
る
べ
き
こ
と
は
す
ぐ
実

行
し
、
や
り
な
が
ら
改
善
し
て
い
く

と
い
う
姿
勢
で
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

日
本
共
産
党

松
﨑　

良
繼

市
民
病
院
駐
車
場
を

停
め
や
す
く
改
良
を

質
問　

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
区
切
り
線

を
２
本
線
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
が
あ
る
が
。

答
弁　

白
線
が
１
本
で
は
車
庫
入
れ

操
作
が
難
し
い
と
の
意
見
は
、
接
触
事

故
防
止
の
上
で
貴
重
だ
が
、
２
０
０
万

円
以
上
の
経
費
が
か
か
る
と
試
算
し
て

お
り
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
費
に

受
領
委
任
制
度
導
入
を

質
問　

階
段
に
手
す
り
を
取
り
付
け

る
な
ど
、
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
費

の
支
給
に
、
本
人
負
担
分
の
み
の
支

払
い
で
済
む
受
領
委
任
払
い
制
度
を

導
入
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

答
弁　

来
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

異
常
気
象
や
低
米
価
に

苦
し
む
農
家
へ
の
支
援
を

質
問　

異
常
気
象
で
今
年
の
稲
作
も

果
樹
や
畑
作
も
大
き
な
影
響
を
受
け

て
き
た
。
大
規
模
な
倒
伏
で
刈
り
取
り

を
放
棄
し
た
田
ん
ぼ
も
全
域
で
見
ら
れ

る
。
機
械
の
故
障
も
続
出
し
て
修
理
代

が
農
家
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

独
自
支
援
を
打
ち
出
し
て
ほ
し
い
。

答
弁　

独
自
支
援
は
考
え
て
い
な

い
。
堆
肥
散
布
支
援
、
園
芸
導
入
や

規
模
拡
大
で
、
水
稲
に
偏
ら
な
い
農

業
を
推
進
す
る
。

学
校
給
食
の
セ
ン
タ
ー
化
、

民
間
委
託
化
は
見
直
し
を

質
問　

給
食
の
セ
ン
タ
ー
化
を
今
後

も
広
げ
る
の
か
伺
う
。

答
弁　

新
た
な
給
食
セ
ン
タ
ー
化
は

考
え
て
い
な
い
。

質
問　

調
理
の
民
間
業
者
委
託
は
コ

ス
ト
の
側
面
が
ど
う
し
て
も
入
り
、

教
育
の
一
環
と
し
て
の
給
食
に
は
そ

ぐ
わ
な
い
。
委
託
業
者
の
調
理
員
に

は
労
働
法
制
上
栄
養
士
や
学
校
側
が

直
接
指
示
・
監
督
で
き
な
い
な
ど
問

題
が
あ
る
が
。

答
弁　

業
務
責
任
者
と
の
協
議
は
で

き
る
の
で
学
校
栄
養
士
と
の
連
携
は

図
ら
れ
て
い
る
。
調
理
員
の
退
職
不

補
充
が
原
則
な
の
で
今
後
も
委
託
化

を
す
す
め
る
。

玄関階段に設置した手すり
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９月定例会が
９月３日～１８日の
会期で開かれました

３日　本会議
■一般行政報告
■議案の提案説明
■一般質問１日目（４人が質問）

４日　本会議
■一般質問２日目（７人が質問）

９～11日　各常任委員会
■委員会に付託された議案を審査

18日　本会議
■  決算審査特別委員会、各常任委員会
の審査報告のあと討論を経て採決
※議決結果は10ページ

14～16日　決算審査特別委員会
■令和元年度各会計決算を審査

ここから
８月臨時会・９月定例会

８月５日に臨時会が
開かれました一般会計ほか９会計決算を認定

令和元年度各会計の決算状況

決算審査特別委員会での質疑より

問　 固定資産税の徴収率があまりよくない。改善に向けてどのような取り組みをしているか。
答　 現年度分については、督促状の発送後、未納のお知らせや催告書を送付しているが、市に先立つ抵当権が設定され
ている等、徴収に苦慮している。

問　 がんばる農家応援事業とあるが、がんばる農家とはどういう姿の農家か。
答　 新規就農者、園芸や畜産といったところに新規あるいは拡大しようという農家だと考えているが、阿賀野市のほと
んどを担う水稲単作農家、兼業農家を切り捨ててよいということではない。必要があれば何らかの対策を考えていく。

問　 介護保険において、介護予防等の健康に対する啓発により認定率が下がっていけば、財政的な面からも大きないい
影響を及ぼす。それについてどう考えるか。

答　 要支援、要介護になる以前の予防がまず大切。行政も点でなく線になって共に予防に当たっていくことが必要と考える。

令和元年度決算審査

議案ピックアップ 提案された議案について、さまざまな視点から審議を重ねます。
可決・承認された議案の内容を、８月５日開催の臨時会から財産の取得と一般会計補正予算、９月定例会から一
般会計補正予算についてお知らせします。

主な内容

財産の取得について

一般会計補正予算（第７号）

８月５日臨時会

タブレットパソコン及び付属機器
　国が推進するGIGAスクール構想に基づき、児童および生徒がタブレットパソコンを１人１台使用できるよう、タブレットパソ
コン3,243台と付属機器一式を取得します。
問　タブレットパソコンの機種は、先生が他市から異動してきたときにもしっかりと指導できるように選定されているか。
答　 新潟県ではいろいろ協議した中でおおよそ３つの機種で動いており、阿賀野市はそのうちの１機種を選択した。他市町村の状
況は、３機種ほぼ同じ割合で、近隣市町村は阿賀野市と同じ機種の導入が多い。

病院事業会計繰出金　１億5,000万円
　新型コロナウイルス感染症の影響により減収しているあがの市民病院を支援します。

福祉施設の衛生用品購入費及び補助金　1,790万８千円
　 児童福祉施設や障がい者福祉施設での感染拡大を防止するため、ハンドソープやビニール手袋、フェイスシールド等購入します。また、児童クラブへ補助します。

小中学校の衛生用品購入費　1,229万７千円
　小中学校の感染防止対策のため、消毒用アルコールやビニール手袋、フェイスシールド等購入します。

小中学校の水道蛇口交換工事費　3,150万円
　小中学校の感染防止対策として、手動式水栓をレバー式水栓に取り換えます。

予防接種事業費　5,595万円
　新型コロナウイルス感染症の収束が見えない中、秋以降のインフルエンザ感染リスクを軽減するため、令和２年度に限り中学生以下及び65歳以上の市民
のインフルエンザ予防接種を無償とします。

環境センター運営事業費　557万８千円
　新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言後の外出自粛によりごみ搬入量が増加したため、焼却処理の委託料を増額します。
問　ごみの量はどの程度増えたのか。
答　 環境センターに搬入されたごみは、４月から６月までの３か月間で2,463トン。前年度比155トン、約6.7％の増加。

※ 収益的収支は消費税抜き、資本的収支は消費税込みで表示しています。

　令和元年度一般会計ほか９会計の歳入歳出決算は、議長を除く全議員で構成
される決算審査特別委員会に付託され、３日間にわたり慎重審査を行い、本会
議最終日に採決の結果、いずれも認定されました。

決算審査特別委員会で市長、部課長に質問

会計名 歳入総額 歳出総額
一般会計 212億3,552万円 203億2,021万円
国民健康保険特別会計 42億6,728万円 42億1,718万円
後期高齢者医療特別会計 8億2,376万円 8億1,632万円
介護保険特別会計 51億8,917万円 50億5,801万円
押切外四ヶ大字
財産区特別会計 804万円 427万円

少年自然の家特別会計 3,045万円 2,863万円
工業団地造成事業特別会計 1億9,339万円 1億9,339万円

水道事業会計
　 収益的収入 12億4,131万円　 収益的支出 11億1,843万円 
資本的収入   2億8,220万円　 資本的支出   8億6,942万円

下水道事業会計
　 収益的収入 18億5,354万円　 収益的支出 19億  898万円 
資本的収入 17億4,001万円　 資本的支出 22億4,519万円

病院事業会計
　 収益的収入   5億2,000万円　 収益的支出   9億1,004万円 
資本的収入　  　2,767万円　 資本的支出　  　4,962万円



あがの市議会だより 第46号 10

議案ピックアップ

主な内容

一般会計補正予算（第８号）
９月定例会

ふるさと阿賀野市応援基金造成費　6,000万円
ふるさと納税促進対策事業費　 2,446万2千円
　ふるさと寄附金が当初予算編成時の見積りを上回る見込みのため、基金に積み増しし、返礼品等の費用を増額補正します。

ひとり親家庭大学生等支援特別給付金　600万円
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けているひとり親家庭を支援するため、大学や専門学校に在籍する子どもの保護者に対して、子ども１人当たり10
万円を給付します。

学校給食センター管理事業費　1,091万６千円
　令和３年度から堀越小学校の給食が安田学校給食センターからの配送になるため、必要な食器消毒保管庫やコンテナ等を購入します。
問　学校給食について、堀越小学校を安田学校給食センター、笹岡小学校を調理業務委託する背景は何か。
答　 第一にあるのは、調理員の退職。今後どうしていくか、いろいろな比較を行ったうえで、調理の外部委託もしくは給食センター
からの配送がメリットが大きいと考えた。調理の外部委託は作業のみの委託で、その他のことは変わらない。

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

人
事 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（重西 篤子 氏） 省略 適任

補
正
予
算

阿賀野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 社厚 可決

阿賀野市介護保険特別会計補正予算（第４号） 社厚 可決

阿賀野市水道事業会計補正予算（第１号） 産建 可決

阿賀野市下水道事業会計補正予算（第２号） 産建 可決

条
例

阿賀野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
について 社厚 可決

阿賀野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
について 社厚 可決

阿賀野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部改正について 社厚 可決

※省略：本会議で即決したもの
　総文：総務文教常任委員会　　社厚：社会厚生常任委員会　　産建：産業建設常任委員会
◆各委員会での審査結果は市ホームページでご覧になれます。

９月定例会

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

専
決

阿賀野市一般会計補正予算（第５号）　令和２年７月20日専決 省略 承認

阿賀野市一般会計補正予算（第６号）　令和２年７月27日専決 省略 承認

補
正
予
算

阿賀野市一般会計補正予算（第７号） 省略 可決

阿賀野市介護保険特別会計補正予算（第３号） 省略 可決

8 月 5日臨時会

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

補
正
予
算 阿賀野市病院事業会計補正予算（第１号） 省略 可決
条
例 阿賀野市立小・中学校屋外運動場照明施設条例の一部改正について 省略 可決
そ
の
他 財産の取得について（タブレットパソコン及び付属機器） 省略 可決

全会一致で議決した議案等

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

そ
の
他

字の変更について（百津地区） 総文 可決

字の変更について（六九・中ノ郷地区） 総文 可決

市道路線の認定について 産建 可決

請
願

「コロナ禍における私立高校生の学びを保障し私立高校の教育環境整備をはか
るため、私学助成増額・拡充を求める意見書」の採択を求める請願 総文 採択

新型コロナウイルス感染症対策の強化、少人数学級の実現と教員の抜本的増員
を求める意見書の提出に関する請願 総文 採択

発
議

阿賀野市議会委員会条例の一部改正について ― 可決

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財
源の確保を求める意見書の提出について ― 可決

コロナ禍における私立高校生の学びを保障し私立高校の教育環境整備をはかる
ため、私学助成増額・拡充を求める意見書の提出について ― 可決

新型コロナウイルス感染症対策の強化、少人数学級の実現と教員の抜本的増員
を求める意見書の提出について ― 可決

８月臨時会、９月定例会の議決結果をお知らせします

議 案 名

審
査
し
た
委
員
会
※

議
決
結
果

公明党 日本共産党 新政クラブ 阿賀野クラブ ネオあがの 会派の所属なし
村
上　

清
彦

倉
島　

良
司

宮
脇　

雅
夫

稲
毛　
　

明

松
﨑　

良
繼

江
口　

卓
王

近
山　
　

修

山
崎　

正
春

浅
間　

信
一

山
口　

功
位

髙
橋　

幸
信

市
川　

英
敏

天
野
美
三
男

遠
藤　

智
子

石
川　

恒
夫

山
賀　

清
一

清
野　

栄
一

大
滝　
　

勝

百
都　

順
也

補
正
予
算

阿賀野市一般会計補正予算（第８号）
総文 
社厚 
産建

可決 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

討　論
（要旨）

反対意見 補正予算には笹岡小学校の給食調理部門民間委託と堀越小学校の自校給食廃止、安田給食センターからの配送に係る予算が含まれている。給食は教育の一環であり、民間事業者によるコスト削
減は労働者へのしわ寄せと安上がりの材料調達で、学校給食の理念が二の次になる。

賛成意見 現下での喫緊かつ最優先課題は、新型コロナウイルス感染症対策であり、その対策関連補正予算も否とするのは極めて不適切。
反対理由部分のみ手直しし、修正案として提示するのが本来議会のあるべき姿である。

請
願

後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求める意見書の提出を求める請願 社厚 採択 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 × 〇 × ×

討　論
（要旨）

反対意見 団塊の世代が後期高齢者になることによる社会保障費の急激な増大と、これを減少していく現役世代が支えることができるのかが懸念されている。医療費負担の在り方については総合的に判断
し、社会全体でどのように支えあっていくのか国の審議を見守りたい。

賛成意見 高齢者が増える中で医療費も増大することは自然であるが、国は自然増を抑制するために２倍の負担増を計画している。金のないお年寄りは病院に行けなくなり、国の社会保障の責任を放棄す
るもの。

加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度創設を求める意見書の提出を求める請願 社厚 不採択 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 × 〇 × ×

討　論
（要旨）

反対意見 高齢者の難聴は加齢による聴力の低下だけではなく、認識力や判断力の低下が原因となっていることから、音を大きくする機能の補聴器だけでは難聴を解消できないケースもある。国では検証
をするための研究を進めており慎重に取り組むべきであると考える。

賛成意見 加齢性難聴は深刻になっており、隠れた社会問題となっている。しかし、欧米では早くから公的補助制度があるのに、日本にはない。難聴は治療できず、補聴器をつけるしかないが、非常に高
額である。市は今年度から補助制度を創設した。国も補助制度を創設すべきだ。

種苗法「改正案」の廃案を求める意見書の提出を求める請願 産建 不採択 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 × × 〇 × ×

討　論
（要旨）

反対意見 種苗法の改正は、優良品種が海外に流出し、他国で量産され第三国に輸出されるなど、わが国の農林水産業の発展に支障が生じている事態があるため、登録品種を育成権者の意思に応じて新品
種を保護し、海外流出の防止などの措置ができるようにするものである。

賛成意見 種苗法「改正案」は、食の安全を願う多くの農民・消費者の反対の声に押され、継続審議になったものである。また、日本の優良品種を多国籍種子企業に提供するものであり、日本農業を駄目に
するものにほかならない。この請願には賛成する。

発
議

後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求める意見書の提出について ― 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 × 〇 × ×
討　論
（要旨） 反対意見 上記請願の反対理由と同じ。

○：賛成　　×：反対　　議長（風間輝榮）は採決には加わりません。
意見が分かれた議案等

９月定例会

阿賀野市
イメージキャラクター
「ごずっちょ」

ー
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常任委員会の活動 議員はいずれかの委員会に属し､市の仕事を３つに分け関係する議案等の審査や調査を行います｡
（ただし議長は常任委員になりません。）

令
和
２
年
７
月
30
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

阿
賀
野
市
の
高
齢
化
率

　

令
和
元
年
７
月
１
日
現
在
33
・

8
％
。
年
々
上
昇
し
て
お
り
、
全
国

お
よ
び
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
概
要

　

介
護
保
険
制
度
は
、
社
会
全
体
で

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
を
支
え
る
た

め
に
、
平
成
12
年
４
月
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
制

度
創
設
時
と
比
べ
３
倍
以
上
に
増
加

し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
介
護

保
険
料
も
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
は
今
後
も
進
展
し
、
認
知
症

の
高
齢
者
の
割
合
や
単
身
高
齢
者
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
加
す
る
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

要
介
護
等
の
認
定
者
、

認
定
率
の
推
移

　

制
度
改
正
に
よ
り
、
平
成
29
年
度

か
ら
介
護
認
定
を
受
け
な
く
て
も
予

防
給
付
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を

利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

要
支
援
者
は
平
成
30
年
度
か
ら
徐
々

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
要
介

護
の
認
定
者
数
は
平
成
27
年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
介
護

予
防
の
成
果
が
少
し
ず
つ
現
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

保
険
給
付
費
等
の
状
況

　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
は
減
少

し
、
地
域
支
援
事
業
費
の
総
合
事
業

費
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
30
年
度
の
介
護
報
酬
の
改
定
の
影

響
で
介
護
給
付
費
等
は
増
加
し
ま
し

た
。
令
和
元
年
度
に
つ
い
て
は
、
訪

問
系
サ
ー
ビ
ス
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

横
ば
い
、
施
設
入
所
サ
ー
ビ
ス
と
短

期
入
所
サ
ー
ビ
ス
は
増
加
し
て
い
ま

す
。

サ
ー
ビ
ス
基
盤（
施
設
等
）の

整
備
状
況

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設

等
は
、
在
宅
介
護
実
態
調
査
や
現
状

の
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
等
を
見
な
が
ら

計
画
策
定
委
員
会
で
協
議
さ
れ
ま

す
。
令
和
元
年
度
は
、
第
７
期
計
画

に
な
か
っ
た
あ
が
の
市
民
病
院
の
介

護
医
療
院
が
、
介
護
療
養
型
医
療
施

設
か
ら
転
換
し
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

深
化
・
推
進
事
業
の
進
捗
状
況

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
２

０
２
５
年
を
見
据
え
、
健
康
づ
く
り

や
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

第
８
期
介
護
保
険
計
画
の

策
定
状
況
に
つ
い
て

　

第
８
期
計
画
に
お
い
て
は
第
７
期

計
画
で
の
目
標
や
具
体
的
な
施
策
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
２
０
２
５
年
を
目

指
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

整
備
と
現
役
世
代
が
急
激
に
減
少
す

る
２
０
４
０
年
の
２
つ
を
念
頭
に
置

い
て
、
高
齢
者
人
口
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
ニ
ー
ズ
を
中
長
期
的
に
見
据
え

る
こ
と
を
計
画
に
位
置
付
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
令
和
２
年
の
２
月
と

７
月
に
国
か
ら
示
さ
れ
た
指
針
案
を

も
と
に
第
８
期
計
画
の
策
定
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
国
か

ら
示
さ
れ
る
正
式
な
基
本
指
針
に

沿
っ
て
県
の
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

等
と
も
調
整
が
図
ら
れ
、
素
案
を
検

討
し
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、

○ 

介
護
事
業
の
中
で
重
点
的
に
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
認
知
症
対
応
。
検
討
委
員
会

で
将
来
推
計
を
十
分
検
討
し
て
計

画
策
定
さ
れ
る
と
思
う
が
、
そ
の

辺
を
し
っ
か
り
見
て
い
た
だ
き
た

い
。

○ 

10
年
後
20
年
後
を
見
据
え
た
長
期

的
な
視
点
で
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

担
当
課
で
は
、
第
８
期
計
画
の
策

定
に
あ
た
っ
て
は
縦
割
り
で
は
な

く
、
関
係
す
る
部
署
と
連
携
し
て
目

標
に
向
か
っ
て
素
案
を
作
り
上
げ
、

検
討
委
員
会
に
諮
っ
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

総
務
部
所
管
の
市
政
全
般
の
企
画
や
調
整
、
財
務
、
市
税
、
防
災
、

教
育
等
に
関
す
る
調
査
や
議
案
・
請
願
等
を
審
査
し
ま
す
。

社
会
厚
生

常
任
委
員
会

民
生
部
所
管
の
福
祉
、
介
護
、
子
ど
も
、
保
健
、
医
療
、
環
境
、

生
涯
学
習
等
に
関
す
る
調
査
や
議
案
・
請
願
等
を
審
査
し
ま
す
。

委員会室にて所管課職員から説明を受ける委員

令
和
２
年
７
月
17
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た

土
砂
災
害
対
策
に
つ
い
て

土
砂
災
害
予
防
計
画
に
つ
い
て

　

阿
賀
野
市
地
域
防
災
計
画 
第
９

節
土
砂
災
害
予
防
計
画
に
基
づ
く
市

の
対
策
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
ま
し

た
。
こ
の
計
画
に
は
住
民
お
よ
び
企

業
等
の
役
割
、
市
の
役
割
等
に
つ
い

て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
25
年
に
地
区
別
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
、
平
成
30

年
度
に
阿
賀
野
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
、
要

配
慮
者
や
施
設
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
か
か
っ
て
い

る
人
家
に
対
し
戸
別
受
信
機
を
配
備

し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
同
一
の
自

治
会
で
警
戒
区
域
に
か
か
っ
て
い
な

い
人
家
に
つ
い
て
も
現
在
整
備
を
進

め
て
お
り
、
再
来
年
頃
ま
で
に
整
備

を
終
了
す
る
予
定
で
す
。

　

近
年
豪
雨
に
よ
る
複
合
災
害
の
懸

念
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ

ら
か
じ
め
い
く
つ
か
の
避
難
経
路
や

避
難
場
所
を
決
め
て
お
く
な
ど
、
万

が
一
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は

臨
機
応
変
に
動
け
る
よ
う
考
え
て
お

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

大
日
川
砂
防
ダ
ム
現
地
調
査

　

新
発
田
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部

か
ら
計
画
調
整
課
長
と
治
水
課
長
に

お
い
で
い
た
だ
き
、
砂
防
ダ
ム
の
目

的
と
役
割
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

砂
防
ダ
ム
に
は
、
土
砂
を
貯
め
る

こ
と
で
水
の
流
れ
を
ゆ
る
く
し
た

り
、
川
の
浸
食
が
進
む
の
を
防
い
だ

り
、
一
度
に
大
量
の
土
砂
が
流
れ
出

な
い
よ
う
に
す
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
平
常
時
に
天
端
（
ダ
ム
の
一
番

高
い
部
分
）
ま
で
土
砂
が
貯
ま
り
、

さ
ら
に
そ
の
上
ま
で
土
砂
を
貯
め
ら

れ
る
よ
う
計
算
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
満
砂
に
な
っ
て
も
斜
面
や
河

床
を
安
定
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
現
地
調
査
し
た
大
日

川
第
１
号
ダ
ム
は
ま
だ
天
端
ま
で
土

砂
が
貯
ま
っ
て
い
な
い
状
態
で
し
た
。

第
１
号
ダ
ム
の
２
０
０
メ
ー
ト
ル
上

流
に
は
第
２
号
ダ
ム
が
あ
り
、
第
２

号
ダ
ム
は
ス
リ
ッ
ト
式
の
構
造
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ス
リ
ッ
ト
式
と

は
、
川
か
ら
土
砂
が
全
く
流
れ
な
い

と
海
岸
が
浸
食
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ

を
防
ぐ
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
開
け
た

穴
か
ら
少
し
ず
つ
土
砂
を
流
す
も
の

で
、
土
石
流
な
ど
は
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
1
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
上
流
に
は
治
山
ダ
ム
が
あ

り
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
は
治
山
谷
止

工
と
い
う
小
さ
な
砂
防
ダ
ム
の
よ
う

な
も
の
が
16
基
入
っ
て
お
り
、
山
全

体
に
土
砂
災
害
の
対
策
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
し
っ
か
り
と
土
砂

災
害
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
委
員
か
ら
は

地
元
の
方
に
も
何
か
の
機
会
に
説
明

し
た
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
い
く
ら
対
策
を
し
て

い
て
も
想
定
外
の
大
雨
が
降
る
こ
と

も
あ
る
た
め
、
特
に
土
砂
災
害
に
注

意
が
必
要
な
地
域
で
は
、
気
象
情
報

に
気
を
付
け
な
が
ら
早
め
の
避
難
を

心
掛
け
て
ほ
し
い
と
い
う
話
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
地
震
の
後
は
山
に

ひ
び
が
入
っ
て
い
る
恐
れ
が
あ
り
、

さ
ら
に
注
意
が
必
要
と
の
こ
と
で
し

た
。

砂防ダムの構造と、果たす役割について調査
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常任委員会の活動・議会改革推進特別委員会からの報告

産
業
建
設

常
任
委
員
会

産
業
建
設
部
所
管
の
道
路
、
河
川
、
商
工
業
、
農
業
、
観
光
、
公
園
、

上
下
水
道
等
に
関
す
る
調
査
や
議
案
・
請
願
等
を
審
査
し
ま
す
。

令
和
２
年
７
月
９
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た

建
設
課
所
管
の
建
設
事
業
計
画
箇
所
に
つ
い
て

　

消
雪
パ
イ
プ
の
新
設
工
事
１
カ

所
、
更
新
工
事
２
カ
所
、
道
路
改
良

工
事
1
カ
所
を
調
査
対
象
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

消
雪
パ
イ
プ
の
新
設
ま
た
は
更
新

箇
所
の
設
定
の
考
え
方
は
、
新
設
に

つ
い
て
は
、
人
家
が
連
坦
し
て
い

て
、
雪
の
堆
積
場
所
の
確
保
が
難
し

く
、
機
械
除
雪
の
対
応
が
難
し
い
と

こ
ろ
、
ま
た
は
苦
慮
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
場
所
を
選
定
し
て
お
り
、
更
新

に
つ
い
て
は
経
過
年
数
、
交
通
量
、

損
傷
具
合
等
を
踏
ま
え
て
年
次
計
画

を
立
て
て
順
次
計
画
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

●
緑
岡
１
０
７
号
線
の
消
雪
パ
イ
プ

の
新
設
に
つ
い
て
は
、
姥
ヶ
橋
の
平

成
28
年
4
月
か
ら
平
成
30
年
2
月
に

か
け
て
63
区
画
造
成
し
た
エ
リ
ア
で

62
世
帯
２
２
０
人
が
住
ん
で
い
る
区

画
で
、
約
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
消
雪

パ
イ
プ
を
井
戸
一
本
で
、
時
間
で
区

切
り
交
互
に
水
を
出
し
消
雪
す
る
交

互
散
水
と
い
う
方
式
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
７
月
現
在
、
井
戸
掘
削
を
し

て
お
り
８
月
中
旬
に
、
消
雪
パ
イ
プ

の
発
注
工
事
を
予
定
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

●
御
巡
幸
線
消
雪
パ
イ
プ
更
新
工
事

に
つ
い
て
は
、
笹
神
地
区
山
崎
の
山

東
自
動
車
か
ら
Ｊ
Ａ
さ
さ
か
み
の
通

り
の
区
間
で
、
こ
の
路
線
は
、
昭
和

57
年
に
消
雪
パ
イ
プ
の
整
備
を
行
っ

た
後
、
井
戸
の
取
水
量
不
足
か
ら
平

成
24
年
度
に
井
戸
の
掘
り
換
え
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
ノ
ズ
ル

の
散
水
不
良
や
漏
水
な
ど
が
確
認
さ

れ
、
不
具
合
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
パ
イ
プ
の
打
ち
換
え
工

事
４
９
０
メ
ー
ト
ル
を
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
寺
社
保
田
久
保
線
消
雪
パ
イ
プ
更

新
工
事
に
つ
い
て
は
、
昭
和
43
年
に

施
工
し
、
井
戸
の
取
水
量
不
足
か
ら

平
成
６
年
に
井
戸
の
掘
り
換
え
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
も
ノ
ズ

ル
の
散
水
不
良
や
漏
水
な
ど
が
確
認

さ
れ
た
た
め
、
旧
国
道
49
号
、
安
田

交
番
か
ら
阿
賀
町
方
面
へ
４
１
０

メ
ー
ト
ル
の
区
間
施
工
し
て
お
り
、

旧
国
道
49
号
全
体
に
つ
い
て
は
、
次

年
度
以
降
も
継
続
し
て
消
雪
パ
イ
プ

の
打
ち
換
え
工
事
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

●
弥
生
町
上
中
野
目
線
道
路
改
良

工
事
に
つ
い
て
は
、
県
営
湛
水
防

除
工
事
の
安
野
川
の
河
川
改
修
工

事
と
併
せ
て
市
が
道
路
改
良
工
事

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
工
事

は
川
の
堤
防
側
か
ら
考
え
た
橋
の

高
さ
や
道
路
法
線
を
上
流
側
へ
ず

ら
す
た
め
、
現
道
に
取
り
つ
く
ま

で
の
間
を
新
潟
県
が
施
工
し
、
市

が
施
工
す
る
弥
生
町
側
１
６
０

メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

完
了
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
地
調
査
後
、
質
疑
を
行
い
、
緑

岡
の
消
雪
パ
イ
プ
の
交
互
散
水
の
効

果
に
つ
い
て
大
雪
に
な
る
と
車
で
雪

を
踏
み
固
め
て
し
ま
い
消
雪
パ
イ
プ

の
効
果
が
無
く
な
る
の
で
、
そ
の
と

き
は
、
機
械
除
雪
で
臨
機
応
変
に
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
委
員
会
か

ら
意
見
を
出
し
、
建
設
課
で
も
雪
の

状
況
を
み
て
対
応
す
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

安田地区寺社保田久保線消雪パイプ更新工事の説明を受ける委員

　議会改革推進特別委員会ではこれまで各部会（政策部会・広報部会・広聴部会・運営部会）のそれぞれの活動や全体での活動を通じて、議会改
革に取り組んできました。市民の皆さんに親しんでいただける議会だよりの発行や各自治会や団体の皆さんと意見交換を行う議会報告会の開催に
より、市民の皆さんに市議会の情報をお伝えしたり、市民の皆さんからご意見等をいただき、議会活動に反映するよ
う努めてまいりました。
　また、平成23年12月に制定した議会基本条例の検証を行いながら、地域の自主性や自立性を高めて個性豊かで活
力に満ちた地域社会の実現を図るため、議会の役割や責任を改めて自覚し、市民の皆さんの負託に応えていくために
取り組んでいます。
　11月からは16名の議員による新しい議会がスタートしました。議会の活動規範となる議会基本条例の理念に基づ
きながら、引き続き議会改革に取り組んでまいりますので、市民の皆さんからのご理解ご協力をお願いいたします。

委員長が講師となり新人議員研修を行いました 議会改革の取組について先進地視察
（令和２年１月　石川県加賀市にて）
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一　般　質　問 （９月定例会）

無
会
派

石
川　

恒
夫

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－
19
感
染
症
の

市
財
政
へ
の
影
響
と
対
策

質
問　

直
近
で
の
市
税
等
の
収
納
状

況
お
よ
び
収
納
率
に
つ
い
て
、
対
前

年
比
で
の
状
況
を
伺
う
。

答
弁　

７
月
31
日
現
在
、
市
税
全
体

で
は
約
６
４
０
万
円
の
減
少
で
あ
る

が
、
入
湯
税
の
落
ち
込
み
が
大
き

い
。
収
納
率
で
は
、
市
税
で
前
年
同

期
比
0
・
42
％
減
、
国
保
税
で
同

0
・
36
％
減
で
あ
り
、
今
後
の
見
込

み
も
前
年
度
を
や
や
下
回
る
も
の
と

想
定
し
て
い
る
。

質
問　

市
民
税
額
等
は
基
本
的
に

は
、
前
年
度
の
所
得
が
ベ
ー
ス
。
収

入
減
は
、
今
年
度
で
は
収
納
率
、
来

年
度
は
税
額
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
極
端
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
る
こ

と
も
な
い
が
、
個
人
、
事
業
者
の
減

収
状
況
の
的
確
な
把
握
と
、
対
策
と

し
て
激
変
緩
和
措
置
対
応
と
し
て
、

納
付
猶
予
等
適
切
に
対
処
す
べ
き
で

あ
る
が
お
考
え
を
伺
う
。

答
弁　

納
税
相
談
や
徴
収
猶
予
、
減

免
申
請
等
の
際
に
、
減
収
状
況
の
把

握
に
努
め
て
い
る
。

質
問　

法
令
外
負
担
金
の
交
付
団
体

へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

法
令
外
負
担
金
は
公
的
財
政

支
援
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
、
各
種
団
体
の
運
営
に
支
障
が

な
い
よ
う
、
個
別
対
応
含
め
適
切
に

対
応
す
る
。

意
見　

感
染
症
に
よ
る
財
政
的
影
響

は
、
一
般
会
計
の
み
な
ら
ず
、
特
別

会
計
、
企
業
会
計
ほ
ぼ
全
て
の
市
会

計
に
影
響
が
及
ん
で
い
る
。
そ
の
基

礎
柱
は
一
般
会
計
。
先
行
き
不
透
明

で
は
あ
る
が
、
財
政
基
盤
の
脆
弱
な

当
市
に
と
っ
て
財
源
確
保
が
重
要
で

あ
り
、
既
存
の
事
務
事
業
に
影
響
が

及
ば
な
い
よ
う
、
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
追
加
交
付
や
、
来
年
度
に
向

け
、
地
方
財
政
計
画
や
税
制
大
綱
の

確
定
前
に
国
に
対
し
要
請
活
動
を
講

ず
る
べ
き
で
あ
り
、
市
長
、
財
政
当

局
の
腕
の
見
せ
所
、
し
っ
か
り
対
処

す
る
よ
う
指
摘
し
て
お
く
。

日
本
共
産
党

稲
毛　
　

明

防
災
対
策（
笹
神
地
区
）に

つ
い
て

質
問　

７
・
17
、
８
・
28
、
平
成
10

年
の
大
水
害
を
は
じ
め
、
幾
度
と
な

く
笹
神
地
区
は
災
害
に
あ
っ
て
い

る
。そ
の
後
も
水
害
に
あ
っ
て
い
る
。

地
区
内
に
は
12
本
の
一
級
河
川
が
流

れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
抜
本
的
な
改

修
を
要
求
し
て
き
て
お
り
下
流
部
は

そ
れ
な
り
に
改
修
さ
れ
て
き
て
い
る

が
、
上
流
部
に
つ
い
て
は
基
本
的
に

手
が
つ
い
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
伺
う
。

　

河
床
の
し
ゅ
ん
せ
つ
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

県
で
は
、
河
床
の
土
砂
堆
積

は
管
理
上
の
大
き
な
課
題
と
し
て
認

識
し
て
い
る
も
の
の
、
対
応
の
必
要

な
箇
所
す
べ
て
に
つ
い
て
、
実
施
す

る
の
は
困
難
で
あ
る
。
河
川
の
状
況

や
背
後
の
土
地
利
用
の
状
況
を
総
合

的
に
勘
案
し
、
緊
急
度
の
高
い
と
こ

ろ
か
ら
優
先
的
に
実
施
し
て
い
る
。

市
と
し
て
も
、
県
に
対
し
て
支
障
と

な
る
箇
所
の
河
床
掘
削
を
継
続
要
望

し
て
い
る
。

質
問　

砂
防
ダ
ム
の
し
ゅ
ん
せ
つ
は
。

答
弁　

砂
防
ダ
ム
の
役
割
は
、
ダ
ム

に
土
砂
が
貯
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
川

底
が
削
ら
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
と
、

河
床
勾
配
を
緩
く
す
る
こ
と
で
川
の

流
れ
を
遅
く
し
一
度
に
大
量
の
土
砂

が
流
出
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
で
あ

る
。
砂
防
ダ
ム
の
上
流
側
へ
の
土
砂

堆
積
の
多
く
は
計
画
ど
お
り
で
あ

り
、
異
常
埋
塞
等
が
生
じ
た
場
合
に

限
り
し
ゅ
ん
せ
つ
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は

な
い
。

質
問　

12
本
の
河
川
の
改
修
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

県
が
河
川
整
備
計
画
に
基
づ

い
て
下
流
域
か
ら
順
次
、
整
備
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
と

し
て
は
、
早
期
に
上
流
部
の
整
備
に

着
手
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
強
く
要

望
し
て
い
く
。

無
会
派

清
野　

栄
一

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て

質
問　

①
国
内
の
四
半
期（
４
〜
６

月
）Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
激
減
、
市
が
行
え
る

景
気
対
策
②
市
の
第
1
か
ら
3
弾
ま

で
の
緊
急
対
策
の
効
果
等
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁　

①
五
頭
温
泉
郷
宿
泊
補
助
、

飲
食
店
応
援
事
業
、
公
共
事
業
早
期

発
注
な
ど
を
実
施
、
今
後
の
動
向
に

注
視
し
対
策
を
講
じ
て
い
く
。
②
効

果
は
、
飲
食
店
で
補
助
は
７
５
０
万

円
、
売
上
約
２
千
８
百
万
円
、
温
泉

旅
館
は
８
月
17
日
現
在
、
補
助
は
約

２
千
３
百
万
円
で
売
り
上
げ
は
１
億

２
千
万
円
。

質
問　

新
潟
市
、
新
発
田
市
で
は
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
。
本
市
の

考
え
は
。

答
弁　

過
去
の
分
析
で
は
効
果
が
乏

し
い
。

質
問　

総
務
省
の
労
働
力
調
査
。
非

正
規
労
働
者
、
７
月
は
全
国
で
前
年

比
１
３
１
万
人
の
減
、
雇
用
・
所
得

環
境
が
悪
化
し
て
い
る
。
特
に
、
ひ

と
り
親
家
庭
、
中
小
小
売
や
持
続
化

給
付
金
の
基
準
に
満
た
な
い
所
も
支

援
が
必
要
と
思
う
が
。

答
弁　

労
働
力
調
査
、
ド
ヤ
顔
で

言
っ
て
い
る
が
、
当
市
の
状
況
を

知
っ
た
う
え
で
の
質
問
か
。

質
問　

当
然
に
市
が
把
握
し
て
お
く

べ
き
も
の
。

答
弁　

当
市
の
影
響
は
少
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

質
問　

地
域
商
品
券
、
効
果
が
無
い

と
い
う
が
、
過
去
と
今
の
コ
ロ
ナ
の

状
況
、
背
景
が
違
う
。

答
弁　

調
査
を
行
い
判
断
す
る
。

農
福
連
携
に
つ
い
て

質
問　

農
業
経
営
の
発
展
と
障
が
い

者
の
社
会
参
画
を
実
現
す
る
取
り
組

み
で
あ
る
が
、
①
本
市
に
お
け
る
取

組
状
況
②
市
の
役
割
と
今
後
の
推
進

方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

①
市
内
の
２
つ
の
農
業
事
業

者
が
福
祉
事
業
所
と
連
携
し
て
い

る
。
②
福
祉
事
業
所
が
提
供
で
き
る

取
り
組
み
を
農
業
者
に
周
知
す
る
。

質
問　

う
ら
ら
の
森
の
ト
マ
ト
ハ
ウ

ス
、農
福
連
携
に
取
り
組
め
な
い
か
。

答
弁　

過
去
に
取
り
組
ん
だ
が
、
福

祉
側
か
ら
断
ら
れ
た
。

質
問　

根
気
よ
く
訓
練
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
か
な
り
の
作
業
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

答
弁　

我
々
が
手
を
抜
い
て
い
る
よ

う
に
聞
こ
え
る
が
、
一
生
懸
命
や
っ

て
い
る
。
将
来
的
に
は
う
ま
く
や
っ

て
い
き
た
い
。

新
政
ク
ラ
ブ

近
山　
　

修

コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
市
の

緊
急
経
済
対
策
の
成
果
に
つ
い
て

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
伴
う
緊
急
経
済
対
策
を
打
ち
出

し
て
い
る
が
、
手
続
き
が
面
倒
な
た

め
に
利
用
で
き
な
い
と
い
う
声
が
聞

こ
え
て
く
る
。
福
祉
政
策
や
学
校
教

育
政
策
等
は
市
が
行
う
が
、
経
済
対

策
は
事
業
者
が
申
請
し
て
行
う
た
め

に
、
申
請
手
続
き
が
面
倒
な
の
で
利

用
者
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
緊
急

経
済
対
策
の
利
用
状
況
と
市
の
考
え

方
を
伺
う
。

答
弁　

持
続
化
給
付
金
お
よ
び
家
賃

支
援
給
付
金
の
申
請
に
つ
い
て
は
、

申
請
サ
ポ
ー
ト
会
場
が
新
潟
市
等
の

隣
接
自
治
体
に
設
置
さ
れ
、
利
用
案

内
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
市
内
へ
の

設
置
要
望
も
国
へ
行
っ
た
。
雇
用
調

整
助
成
金
に
つ
い
て
も
、
申
請
書
類

の
簡
素
化
が
行
わ
れ
、
利
用
促
進
が

図
ら
れ
て
い
る
。
申
請
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
へ
の
緊
急
経
済
対

策
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者
に
支
援

す
る
も
の
で
、
事
業
者
か
ら
の
申
請

が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

市
独
自
の
経
済
対
策
の
利
用
状
況

は
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請
費
用

補
助
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
類
の
簡

素
化
に
よ
り
社
会
保
険
労
務
士
へ
委

託
す
る
こ
と
な
く
事
業
者
自
ら
が
申

請
を
行
う
場
合
も
あ
り
、
８
月
26
日

現
在
の
申
請
件
数
は
10
件
、
86
万
３

千
円
の
補
助
で
、
雇
用
調
整
助
成
金

の
上
乗
せ
補
助
は
、
国
に
よ
る
支
給

割
合
が
10
分
の
10
、
一
人
あ
た
り
の

日
額
限
度
額
も
１
万
５
千
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
申
請
は
な

い
。
店
舗
等
賃
借
料
補
助
は
８
月
26

日
現
在
、
申
請
件
数
34
件
、
１
８
９

万
円
の
補
助
を
行
っ
た
。

質
問　

緊
急
経
済
対
策
の
予
算
が
ほ

と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
市
の

経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
予

算
の
見
直
し
を
早
急
に
行
い
、
新
た

な
経
済
対
策
を
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

答
弁　

市
の
経
済
活
性
化
の
た
め

に
、
予
算
の
組
み
替
え
を
行
っ
て
経

済
対
策
を
考
え
て
い
く
。

大日川の砂防ダム

阿賀野市
イメージキャラクター
「ごずっちょ」

ー

や

60分の持ち時間の中で、質問と答弁のやり取りが繰り返されます。
掲載内容は質問議員がまとめたもので要旨を掲載しています。
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日
本
共
産
党

松
﨑　

良
繼

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
へ
の
救
済
・

支
援
制
度
の
周
知
に
つ
い
て

質
問　

国
の
持
続
化
給
付
金
は
農
林

漁
業
者
も
対
象
に
な
る
こ
と
が
案
外

知
ら
れ
て
い
な
い
。
制
度
を
紹
介
す

る
こ
と
を
行
っ
て
ほ
し
い
が
。

答
弁　

農
林
漁
業
者
も
広
く
対
象
と

な
る
制
度
だ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

周
知
に
努
め
る
。

質
問　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
て
い
る
と
い
う
が
容
易
に
た
ど
り

着
け
な
い
。農
水
大
臣
は
国
会
で「
申

告
し
て
い
る
ほ
ぼ
全
て
の
農
家
が
対

象
に
な
る
」と
答
弁
し
て
い
る
が
。

答
弁　

周
知
不
足
が
あ
れ
ば
取
り
組

み
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

国
保
税
等
の
特
別
減
免
制
度

の
申
請
・
適
用
が
少
な
す
ぎ
る
。
三

条
市
な
ど
い
く
つ
か
の
自
治
体
で

行
っ
て
い
る
簡
便
な
申
請
方
式
に
改

め
る
べ
き
で
は
。

答
弁　

申
請
文
書
を
再
検
討
し
、
わ

か
り
に
く
い
部
分
は
改
善
し
た
い
。

質
問　

国
保
税
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
減
免
申
請

窓
口
が
別
々
だ
。

答
弁　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
出
来
る
よ

う
に
し
た
い
。

獣
害
対
策
の
抜
本
的
強
化
を

質
問　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
等

に
よ
る
被
害
が
急
速
に
拡
大
し
て
い

る
。
被
害
の
実
態
、
対
策
は
。

答
弁　

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
数
は
平
成

29
年
４
頭
、
30
年
17
頭
、
令
和
元
年

が
34
頭
。
檻
や
罠
で
の
捕
獲
の
ほ
か
、

追
い
払
い
器
具
の
貸
し
出
し
に
よ
る

効
果
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
有
害
鳥

獣
を
寄
せ
付
け
な
い
対
策
が
基
本
だ
。

質
問　

鳥
獣
害
対
策
を
一
本
化
し

て
、
対
策
課
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と

い
う
声
が
あ
る
が
。

答
弁　

新
た
な
課
の
設
置
で
な
く
、

連
携
と
情
報
共
有
に
努
め
る
。

質
問　

人
口
１
万
人
の
阿
賀
町
で
は

鳥
獣
害
対
策
予
算
が
阿
賀
野
市
の
５

倍
、
複
数
の
体
制
で
取
り
組
み
、
個

人
向
け
電
気
柵
助
成
制
度
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
新
発
田
市
で
は
国
の

交
付
金
制
度
を
活
用
し
、
実
務
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
も
行
っ
て
電
気
柵
設
置

を
す
す
め
て
い
る
。

答
弁　

阿
賀
野
市
で
は
２
９
０
号
沿

い
な
ど
一
部
の
被
害
だ
。
地
域
全
体

が
取
り
組
む
な
ら
電
気
柵
を
全
線
で

張
っ
て
も
い
い
。

ネ
オ
あ
が
の

天
野
美
三
男

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
経
済
の
影
響
に
つ
い
て

質
問　

内
閣
府
が
発
表
し
た
２
０
２

０
年
４
月
〜
６
月
期
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）は
、
実
質
年
率
換
算
で
前

年
比
27
・
8
％
減
と
、
戦
後
最
悪
の

マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
っ
た
。
花
角
新

潟
県
知
事
は
、
県
内
の
経
済
状
況
に

つ
い
て「
消
費
は
下
げ
止
ま
っ
て
い

る
」と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
新
潟
県
内
の

観
光
地
等
を
訪
れ
た
人
を
対
象
に
実

施
し
た「
観
光
地
満
足
度
調
査
」の
結

果
、
宿
泊
客
全
体
の
総
合
満
足
度
が

高
い
温
泉
地
で
は
、
五
頭
温
泉
郷
が

ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
ま
た
ミ
シ
ュ
ラ

ン
ガ
イ
ド
新
潟
２
０
２
０
特
別
版
に

お
い
て
は
２
カ
所
の
旅
館
が
掲
載
さ

れ
た
。
観
光
の
拠
点
と
し
て
明
る
い

話
題
と
な
り
誇
り
に
思
う
。

　

経
済
対
策
と
し
て
多
く
の
産
業
を

補
正
予
算
で
支
援
し
て
い
る
が
、
今

後
の
経
済
の
影
響
予
測
と
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁　

５
月
中
旬
に
緊
急
事
態
宣
言

が
解
除
さ
れ
た
後
、
新
た
な
日
常
生

活
に
対
応
し
た
経
済
活
動
が
市
民
お

よ
び
事
業
者
か
ら
実
践
さ
れ
て
き
て

お
り
、
緩
や
か
で
は
あ
る
が
地
域
経

済
が
回
復
基
調
に
転
じ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
終
息
時
期
が
見
通
せ
な

い
中
、
感
染
防
止
の
取
り
組
み
を
更

に
徹
底
し
て
い
く
こ
と
で
、
感
染
の

抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
景
気
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
対
策
を
講
じ
る
。

地
域
福
祉
に
つ
い
て

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
多
く
の
福
祉
団
体
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
の
自
粛
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で

３
密
を
避
け
な
が
ら
、
つ
な
が
り
を

絶
や
さ
な
い
た
め
の
活
動
や
支
援
、

見
守
り
、サ
ロ
ン
活
動
状
況
を
伺
う
。

答
弁　

休
止
し
て
い
た
活
動
も
徐
々

に
再
開
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状

況
を
注
視
し
、
感
染
予
防
を
行
い
、

高
齢
者
の
憩
い
の
場
の
確
保
と
関
係

機
関
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

見
守
り
支
援
等
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
絶
や
さ
な
い
活
動
に
努
め
る
。

公
明
党

村
上　

清
彦

移
住
・
定
住
に
関
す
る

施
策
に
つ
い
て

質
問　

都
市
部
の
若
者
を
中
心
に
働

き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
価
値
観

が
多
様
化
し
、
豊
か
な
自
然
と
の
共

生
や
、
農
と
の
関
わ
り
を
望
ん
で
地

方
へ
の
移
住
志
向
が
年
々
高
ま
り
を

み
せ
て
い
る
。
６
月
に
発
表
さ
れ
た

内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
東
京
23

区
に
住
む
20
代
の
う
ち
、
地
方
移
住

に
関
心
を
持
つ
人
は
35
・
4
％
と

な
っ
て
い
る
。
本
市
の
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
方
針
を
伺
う
。

答
弁　

近
年
、
若
者
の
価
値
観
の
多

様
化
に
よ
り
、
都
会
か
ら
地
方
へ
の

移
住
志
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
加

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
で
企
業
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
も

広
が
り
、
地
方
移
住
へ
の
関
心
が
高

ま
り
を
み
せ
て
い
る
。
重
要
課
題
と

し
て
人
口
減
少
と
地
方
創
生
を
掲
げ

て
い
る
な
か
、
こ
れ
ら
の
視
点
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
来
年
度
予
算
編
成
に

向
け
て
、
魅
力
あ
る
実
施
計
画
事
業

の
検
討
を
行
い
、
県
内
外
か
ら
若
者

に
選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い

り
た
い
。

質
問　
「
労
働
者
協
同
組
合
法
案
」が

次
期
国
会
に
お
い
て
成
立
す
る
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
協
同
労
働

は
働
く
人
み
ん
な
で
必
要
な
資
金
を

出
し
合
い
、
話
し
合
い
な
が
ら
協
力

し
あ
っ
て
事
業
を
運
営
し
て
い
く
も

の
で
、
法
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
分
ら
し
い
主
体
的
な
働

き
方
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
多
様

な
就
労
の
機
会
を
創
出
し
、
地
域
の

課
題
解
決
、
持
続
可
能
な
活
力
あ
る

地
域
社
会
の
実
現
に
資
す
る
も
の
と

し
て
、
人
口
流
出
を
防
ぐ
効
果
も
期

待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
業

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
沿
っ
た

期
待
さ
れ
る
取
り
組
み
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
幅
広
い
年
代
、
分
野
で
そ

の
知
識
、
技
能
を
活
か
し
て
活
躍
す

る
場
づ
く
り
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
全
国
の
取
り
組
み
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
事
業
と
し
て
取

り
入
れ
ら
れ
る
の
か
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

無
会
派

大
滝　
　

勝

う
ら
ら
の
森
農
園

ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

質
問　

う
ら
ら
の
森
農
園
ハ
ウ
ス

は
、
平
成
29
年
に
完
成
し
今
年
４
年

目
を
迎
え
た
。こ
の
施
設
の
目
的
は
、

農
業
生
産
物
、
特
に
ト
マ
ト
の
試
験

研
究
と
伺
っ
て
い
る
。
当
然
、
市
内

農
業
者
へ
の
園
芸
作
物
の
普
及
・
拡

大
を
ね
ら
っ
て
の
こ
と
と
思
う
が
、

こ
の
４
年
間
の
成
果
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁　

う
ら
ら
の
森
農
園
ハ
ウ
ス
に

つ
い
て
、
整
備
目
的
と
し
て
は
、
農

産
物
産
地
化
の
試
験
研
究
も
あ
る

が
、
米
一
辺
倒
の
農
業
を
脱
却
す
る

た
め
、
特
に
若
い
人
か
ら
施
設
園
芸

を
身
近
で
見
て
、
体
験
し
て
も
ら
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
園
芸
に
取
り
組
む

人
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
本

事
業
の
成
果
に
つ
い
て
、
総
合
計
画

で「
農
園
ハ
ウ
ス
事
業
に
よ
る
新
規

就
農
者
数
」お
よ
び「
市
民
農
園
オ
ー

ナ
ー
数
」を
成
果
指
標
と
し
て
掲
げ

て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
農
園
ハ
ウ

ス
で
研
修
を
受
け
た
人
の
新
規
就
農

は
な
い
が
、
施
設
園
芸
研
修
会
参
加

者
な
ど
に
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
た
方

が
い
る
の
で
、
今
後
も
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
研
修
会
の
開
催
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
臨
時
職
員
等
の
中
か
ら

園
芸
に
取
り
組
む
人
が
出
て
く
る
よ

う
、
ト
マ
ト
の
栽
培
作
業
を
通
じ
て

誘
導
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

一
方
、
市
民
農
園
オ
ー
ナ
ー
数
に

つ
い
て
、
今
年
度
初
め
て
サ
ツ
マ
イ

モ
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
11

人
の
応
募
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
あ
っ
た
が
、定
植
や
草
取
り
を「
３

密
」に
な
ら
な
い
よ
う
日
程
を
調
整

し
た
上
で
行
っ
た
ほ
か
、
収
穫
体
験

に
つ
い
て
は
９
月
下
旬
に
予
定
し
て

い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
園
芸
振
興
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
、
新
規
就

農
者
や
新
た
に
施
設
園
芸
に
取
り
組

む
農
業
者
に
対
し
て
は
、
農
協
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

担
い
手
の
育
成
と
儲
か
る
農
業
に
つ

な
げ
て
い
く
。

イノシシに荒らされた水田
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一　般　質　問 （９月定例会）

日
本
共
産
党

宮
脇　

雅
夫

「
風
薫
る
安
田
を
と
り
戻
す
」
た
め
、

悪
臭
を
抜
本
的
に
改
善
せ
よ

質
問　

前
議
会
で
の
丸
山
の
養
牛
場

悪
臭
対
策
の
質
問
に
、
市
は
臭
気
計

を
購
入
し
測
定
、
県
と
連
携
し
て
指

導
し
て
い
く
、
と
答
弁
し
た
。

　

県
の
指
導
後
、
悪
臭
は
や
や
改
善

さ
れ
た
が
、
今
だ
に
周
辺
は
強
い
悪

臭
が
す
る
。
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
で

な
く
、
自
動
撹
拌
式
の
発
酵
装
置
を

設
置
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
な
い

か
。

　

市
の
規
制
基
準
指
定
の
３
区
域
毎

に
、
住
民
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
い
、
毎
日
の
悪
臭
実
態
を
把
握
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
県
営
東
部
産
業
団
地
内
の

中
間
処
理
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
悪

臭
の
臭
気
測
定
は
行
っ
て
い
る
の

か
。

答
弁　

臭
気
測
定
は
、
６
月
上
旬
か

ら
７
月
に
行
い
、
当
初
は
規
制
基
準

12
を
超
え
る
測
定
値
を
度
々
検
出
。

６
月
に
県
と
訪
問
し
、
堆
肥
の
発
酵

状
態
が
悪
い
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
も
み
殻
を
ま
ぜ
て

良
質
な
発
酵
が
で
き
る
よ
う
に
指

導
。
８
月
に
は
、
牛
舎
内
の
換
気
方

法
を
指
導
。
発
酵
装
置
等
の
設
備
ま

で
は
指
導
し
て
い
な
い
。そ
の
後
は
、

強
い
臭
気
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

住
民
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、

検
討
す
る
。

　

県
営
東
部
産
業
団
地
内
の
中
間
処

理
施
設
の
臭
気
測
定
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
今
後
実
施
し
た
い
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
無
料
で
、

阿
賀
野
市
内
で
実
施
で
き
る
体
制
を

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
実

態
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
無

症
状
感
染
者
も
少
な
く
な
い
。
感
染

防
止
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
、

検
査
費
用
を
無
料
・
安
い
料
金
と
し

阿
賀
野
市
内
で
の
検
査
の
拡
充
体
制

が
必
要
だ
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
は
全
住
民
を
無
料
化
す
べ
き
で
な

い
か
。

答
弁　

症
状
の
あ
る
方
や
濃
厚
接
触

者
の
検
査
を
優
先
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
検
査
体
制
の
拡
充
は
国
に
要
望

す
る
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

特
に
重
症
化
し
や
す
い
高
齢
者
や
持

病
の
あ
る
方
が
優
先
的
に
接
種
で
き

る
こ
と
が
重
要
。
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

量
に
限
り
が
あ
り
、
全
住
民
の
無
償

化
は
し
な
い
。

無
会
派

遠
藤　

智
子

妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業

質
問　

平
成
30
年
度
か
ら
、
入
院
・

通
院
の
一
部
負
担
金
を
除
く
自
己
負

担
額
の
医
療
費
助
成
が
、
市
町
村
民

税
非
課
税
世
帯
を
対
象
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。
妊
産
婦
の
適
切
な
医

療
の
受
診
と
経
済
的
負
担
軽
減
が
図

ら
れ
、
母
子
の
健
や
か
な
成
長
支
援

が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
助
成
対
象
を

全
妊
産
婦
に
拡
大
し
、
入
院
・
通
院

の
一
部
負
担
金
、
所
得
制
限
を
撤
廃

し
、
妊
産
婦
医
療
費
の
無
料
化
を
図

る
べ
き
と
考
え
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

助
成
対
象
者
を
全
妊
産
婦
に

拡
大
し
、
入
院
・
通
院
の
一
部
負
担

金
、
所
得
制
限
の
撤
廃
と
医
療
費
の

無
料
化
に
つ
い
て
は
、
重
要
性
を
認

識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
ま
で
の
途
切
れ
な
い
支

援
と
い
う
一
連
の
施
策
と
し
て
、
妊

産
婦
医
療
費
助
成
を
子
ど
も
医
療
費

と
同
様
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
全
妊

産
婦
に
対
象
を
拡
大
し
て
ま
い
り
た

い
。
医
療
費
の
無
料
化
は
全
体
の
予

算
配
分
で
判
断
し
た
い
。

公
共
施
設
内
洋
式
ト
イ
レ
の

衛
生
対
策

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で「
新
し
い
生
活
様
式
」が
求

め
ら
れ
、
当
市
で
も
行
政
の
指
導
の

も
と
、
公
共
施
設
、
地
域
社
会
、
家

庭
生
活
の
中
で
感
染
拡
大
防
止
が
図

ら
れ
て
い
る
が
、
公
共
施
設
内
の
洋

式
ト
イ
レ
の
便
座
除
菌
対
策
に
シ
ー

ト
ク
リ
ー
ナ
ー
の
設
置
要
望
の
声
が

あ
る
。
公
共
施
設
内
の
ト
イ
レ
は
、

不
特
定
多
数
の
利
用
も
あ
る
た
め
、

利
用
者
の
安
心
を
考
慮
し
、
衛
生
対

策
に
必
要
と
考
え
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

洋
式
ト
イ
レ
の
便
座
除
菌

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
は
じ

め
と
す
る
感
染
症
対
策
に
一
定
の
効

果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
不
特

定
多
数
が
利
用
す
る
公
共
施
設
の
ト

イ
レ
に
は
、
一
部
便
座
除
菌
ク
リ
ー

ナ
ー
の
設
置
も
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か

で
は
職
員
等
が
定
期
的
に
清
掃
を
行

い
、
公
共
施
設
内
の
ト
イ
レ
の
衛
生

対
策
を
行
っ
て
い
る
。

意
見　

シ
ー
ト
ク
リ
ー
ナ
ー
の
設
置

に
、
特
に
女
性
の
声
が
多
い
こ
と
を

考
慮
し
て
ほ
し
い
。

無
会
派

山
賀　

清
一

防
災
情
報
と
避
難
に
つ
い
て

質
問　

災
害
が
発
生
し
た
際
、
情
報

の
伝
え
方
に
よ
っ
て
は
犠
牲
者
の
数

に
相
当
の
差
が
出
る
。
避
難
情
報
を

出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
や
出
し
た
情
報
が

早
い
段
階
で
の
行
動
に
ど
う
結
び
つ

け
ら
れ
る
か
、
正
確
か
つ
的
確
な
こ

と
は
無
理
と
し
て
も
判
断
基
準
を
住

民
に
正
し
く
伝
達
す
る
こ
と
で
あ

る
。
避
難
せ
ず
に
被
災
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
空
振
り
で
は
な
く
素
振

り
と
捉
え
た
こ
と
が
幸
と
な
れ
ば
こ

れ
で
よ
い
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
は
、

住
民
が
自
ら
命
を
守
る
意
識
を
持
つ

社
会
。
特
に
阿
賀
野
川
の
堤
防
は
、

危
険
区
域
の
警
戒
態
勢
の
必
要
性
は

十
分
に
あ
る
。
最
大
限
の
努
力
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁　

警
戒
レ
ベ
ル
４
を
避
難
指
示

に
一
本
化
し
、
緊
急
に
安
全
を
確
保

す
る
よ
う
促
す
情
報
と
す
る
。
安
否

確
認
、
避
難
訓
練
等
を
引
き
続
き
実

施
す
る
。

あ
が
の
市
民
病
院
の

駐
車
場
に
つ
い
て

質
問　

患
者
優
先
と
し
て
、
平
日
の

満
車
に
皆
さ
ん
大
変
困
っ
て
い
る
。

早
急
に
立
体
的
３
階
建
て
の
駐
車
場

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ

な
弊
害
が
発
生
し
、
利
用
者
は
大
変

迷
惑
を
し
て
い
る
。
責
任
上
、
今
後

の
件
を
考
え
る
計
画
が
必
要
。

答
弁　

慢
性
的
に
不
足
が
生
じ
て
い

る
状
態
と
認
識
し
て
い
な
い
。
今
後

は
状
況
確
認
し
な
が
ら
混
雑
の
解
消

に
努
め
る
。

環
境
整
備
の
徹
底
に
つ
い
て

質
問　

美
観
と
景
観
に
関
し
、
災
害

被
害
の
最
小
の
点
に
つ
い
て
は
無
電

柱
化
に
踏
み
切
る
べ
き
と
考
え
る
。

地
震
、
大
風
の
と
き
、
住
民
の
安
全

安
心
な
暮
ら
し
の
大
切
な
基
礎
を
ど

う
考
え
る
か
。

答
弁　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
具
体
的

な
方
法
論
が
先
決
で
、
今
の
段
階
で

結
論
は
な
い
。
な
お
、
市
道
等
の
景

観
を
含
め
交
通
安
全
上
、
通
学
路
の

安
心
で
き
る
確
保
を
し
な
が
ら
各
自

治
会
の
長
に
説
明
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル

を
徹
底
し
て
解
決
に
努
力
し
て
い

る
。
さ
ら
に
注
意
喚
起
を
行
う
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

火
災
に
つ
い
て

下へ

議会中継のほか、本会議議事録や議員名簿、会議の日程が掲載してあります。

ぜひご覧ください。
検索阿賀野市議会

を検索阿賀野市

または

一般質問の詳細は会議録またはホームページでご覧いただけます。会議録は図書館、各支所、本所
ロビーに用意してあります。
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４
月
の
補
欠
選
挙
、
10
月
の
一
般
選
挙
と

2
度
の
市
議
選
を
通
じ
て
議
会
の
構
成
が
大

幅
に
入
れ
替
わ
り
、
若
返
り
し
ま
し
た
。
定

数
が
16
に
減
り
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
役
、
市

民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
、

大
き
く
な
っ
た
市
会
議
員
の
役
割
、
奮
闘
を

リ
ア
ル
に
伝
え
る
市
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け

す
る
た
め
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て

地
域
循
環
型
の
社
会
へ
踏
み
出
す
年
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ご
感
想
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

広
報
広
聴
部
会　

部
会
長　

松
﨑　

良
繼

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
広
報
広
聴
部
会
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荒

澤

浩

和

次
号
は
令
和
３
年
３
月
31
日
発
行
の
予
定
で
す
。
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次回３月定例会の予定
月 日 会 議 名
2月19日（金） 議会運営委員会（定例会の運営方針決定）
3月 1日（月） 本会議（施政方針、議案上程、一般質問）
3月 4日（木） 本会議（一般質問）
3月 5日（金） 本会議（一般質問）
3月 8日（月） 総務文教常任委員会
3月 9日（火） 社会厚生常任委員会
3月10日（水） 産業建設常任委員会
3月12日（金）

予算審査特別委員会3月15日（月）
3月16日（火）
3月19日（金） 本会議（委員長報告、採決）

２月19日の議会運営委員会で正式に決定します。
その後、市ホームページでお知らせします。

項目

会派名・氏名
収　　入

支　　　　　　　　　　出 残　額
（返還額）研修費 広報費 資料購入費 事務所費 計

日本共産党（４名） 405,000 240,751 240,751 164,249 

公明党（１名） 105,000 41,800 41,800 63,200 

新政クラブ（２名） 210,000 37,499 37,499 172,501 

ネオあがの（２名） 210,000 1,000 83,600 84,600 125,400 

風間　輝榮 105,000 21,116 21,116 83,884 

山崎　正春 105,000 46,361 46,361 58,639 

浅間　信一 105,000 39,410 39,410 65,590 

山口　功位 105,000 28,000 28,000 77,000 

髙橋　幸信 105,000 0 105,000 

遠藤　智子 105,000 28,456 28,456 76,544 

石川　恒夫 105,000 7,210 10,562 17,772 87,228 

山賀　清一 105,000 38,500 38,500 66,500 

清野　栄一 105,000 122,218 122,218 0

大滝　　勝 90,000 6,683 6,683 83,317 

百都　順也 90,000 171,875 13,970 185,845 0

合　　　計 2,055,000 1,000 660,244 267,205 10,562 939,011 1,229,052 

注）調査研究費、広聴費、要請・陳情活動費、会議費、資料作成費、人件費の支出は、いずれの会派、議員とも０円でした。

　令和２年10月31日の任期満了に伴い、収支報告（４月～10月）が提出されましたので報告します。政務活動費の金額は１人１か月１万５千円。残額は市に返還します。
　今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で議員活動が制限され、多くの残額が生じました。

（単位：円）

令和２年度 政務活動費の収支を報告します 政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に資するため必要な経費の
一部として、条例に基づき会派または議員に対して交付されるものです。

議会を傍聴しませんか
　事前の申し込みは必要ありません。受付簿に住所と氏名をご記入いただくだけで傍聴できます。
＊ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、傍聴席の数を減らしております。
＊体調のすぐれない方の傍聴はご遠慮ください。
＊入室の際はマスクの着用と手指消毒にご協力ください。

　本会議はインターネットでもご覧いただけます。
　ぜひご利用ください。手順は簡単です。
＊スマホ・タブレットからも視聴できます。

利用の手順
１.  検索サイトで「阿賀野市
議会　映像」で検索して
ください。

　　または、
　　こちらへ⇒

２.  会議名、議員名などか
ら視聴したいものを選
んでクリック！ 傍聴席から見た議場

す。

生中継
あります！
いつでも見られる
録画もあります。

⇒ ⇒ ⇒

　市議会へのご意見や、傍
聴されたご感想をお聞かせ
ください。
　傍聴席入口の箱へアン
ケートを入れていただくほ
か、ファクシミリや電子
メールでお送りください。

議会改革推進特別委員会　広報広聴部会

後列　清野栄一　遠藤智子　荒澤浩和　岡部直史　村上清彦
前列　天野市榮　部会長 松﨑良繼　副部会長 近山 修


